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このユーザ ガイドの内容

作成日： 2014 年 12 月
改訂日 ： 2015 年 3 月 25 日

こ こでは、 次の項について説明します。

• 「はじめる前に」 （P.vii）

• 「関連資料」 （P.x）

• 「マニュアルの入手方法およびテクニカル サポート 」 （P.xi）

はじめる前に
このガイ ドのタス クを開始する前に、 次の項目を理解しておいて ください。

• 「IX システムの即時ソフ ト ウェア  アップグレードの要件」 （P.vii）

• 「Unified CM デバイス  パッ クの要件」 （P.viii）

• 「アセンブ リおよび配線に関する注意事項」 （P.viii）

• 「システムの MAC アド レスの取得」 （P.ix）

• 「ネッ ト ワーク  タ イム  プロ ト コル （NTP） の要件」 （P.x）

• 「Unified Communications Manager および COP ファ イルのダウンロードのサポー ト 」 （P.x）

• 「Web ブラウザのサポート 」 （P.x）

IX システムの即時ソフ トウェア アップグレードの要件

IX システムは、 下位レベルのソフ ト ウェア  バージ ョ ン （Ix 8.0.0.2） があらかじめロード されて
います。 初回セッ ト アップを開始する前に、 cisco.com から最新の IX ソフ ト ウェア バージ ョ ン
をロード して、 IX システムにロードする必要があ り ます。 詳細については、 『IX5000 and 
IX5200 First-Time Setup』 のマニュアルの 「Configuring Cisco Unified Communications Manager for 
Your Cisco TelePresence System」 の項を参照して ください。

Cisco TelePresence IX ソフ ト ウェアを検索してダウンロードするには、 次の手順を実行します。

ステップ 1 次の操作のどちらかを実行して、 デバイス  ソフ ト ウェアがあるエ リ アに移動します。

• www.Cisco.com にログインし、 [サポート （Support） ] をク リ ッ ク し、 [製品番号の入力
（Enter Product Number） ] テキス ト  ボッ クスに製品名を入力し、 [検索 （Find） ] をク リ ッ ク
します。
vii
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• 次の手順を実行して、 手動で製品に移動します。

a. cisco.com で次の URL に移動します （cisco.com ID ログインが必要です）。

https://software.cisco.com/download/release.html?mdfid=284307107&flowid=31903&softwa
reid=280886992&relind=AVAILABLE&rellifecycle=&reltype=all [??]

b. 次のナビゲーシ ョ ン  パスを使用してシステムを検索します。

ステップ 2 [すべての リ リース （All Releases） ] 下で、 リ リース  8 ソフ ト ウェアに移動して、 最新バージ ョ
ンを選択します。

ステップ 3 ソフ ト ウェアをダウンロード します。すぐにダウンロードするには [ダウンロード （Download） ] 
ボタンをク リ ッ ク し、 後でダウンロードするには [カートに追加 （Add to Cart） ] ボタンをク リ ッ
ク します。

ステップ 4 [カートに追加 （Add to Cart） ] を選択した場合は、 [カート をダウンロード （Download Cart） ] 
ハイパーテキス ト をク リ ッ ク し、 各ソフ ト ウェア選択の横にある  [ダウンロード （Download） ] 
ボタンをク リ ッ ク してソフ ト ウェアをダウンロード します。

Unified CM デバイス パックの要件

Unified CM ソフ ト ウェアが最低限必要なデバイス  パッ クのバージ ョ ンであるこ とを確認します。

• 9.1.2 の最小のデバイス  パッ クのバージ ョ ンは 9.1 （2.13063） です。

• 10.5 の最小のデバイス  パッ クのバージ ョ ンは 10.5 （1.12016） です。

古いバージ ョ ンにはデバイス  タ イプと して  Cisco TelePresence IX5000 があ り ません。

ヒン ト IX5200 の場合は、 デバイス  タ イプを  Cisco TelePresence IX5000 （18 席） と して設定します。

アセンブリおよび配線に関する注意事項

『Cisco TelePresence System installation guide』 内の注意事項に従って、 IX システムが正し く取り
付けられ配線されている こ と を確認します。 『Cisco TelePresence IX5000 and IX5200 Installation 
Guide』 は次の URL にあ り ます。

http://www.cisco.com/c/en/us/support/collaboration-endpoints/ix5000-series/products-installation-guid

es-list.html [英語]

製品の追加のハード ウェアおよびソフ ト ウェアの情報については、 次の操作のいずれかを行い
ます。

• Cisco.com にログインし、 [サポート （Support） ] をク リ ッ ク し、 [製品サポート （Product 
Support） ] テキス ト  ボッ クスに製品名を入力し、 [検索 （Find） ] をク リ ッ ク します。 または、

• http://www.cisco.com [英語] に移動して、 次のナビゲーシ ョ ン  パスを使用してシステムを検
索します。

[製品&サービス （Products & Services） ] > [コ ラボレーシ ョ ンエン ドポイン ト （Collaboration 
Endpoints） ] > [イマーシブテレプレゼンス （Immersive TelePresence） ] > [Cisco TelePresence 
IX5000シ リーズ （Cisco TelePresence IX5000 Series） ]
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システムの MAC アドレスの取得

MAC アド レスは、 システムを  Unified Communications Manager （Unified CM） に登録するため
に必要です。 次のいずれかの方法を使用して  MAC アド レスを検索します。

• ホス ト  CPU コーデッ ク上のイーサネッ ト  ポート の横にある ラベルに記載された MAC アド
レス番号を探します。 2 つの MAC アド レスがあ り ますが、 正しいアド レスは上側 （壁側）
のものです。

図 1 ホスト  CPU コーデック上の MAC アドレスの位置

• システムを起動したら、 中央のディ スプレイを見て ください。 MAC アド レスがブート アッ
プ時に表示されます。

（注） Unified CM の各フ ィールドに MAC アド レスを入力する と きは、 スペースやダッシュを
使用しないでください。 またラベルの MAC アド レスの前に付いている他の文字も含め
ないでください。
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ネッ トワーク  タイム プロ ト コル （NTP） の要件

NTP は、 Cisco サーバでク ロ ッ クを同期するために必要です。 カレンダー イベン ト が正し く表
示されるよ うに、 NTP は Unified CM で適切に設定される必要があ り ます。

NTP および他の IX システム設定に関する詳細については、 『Cisco Unified Communications 
Manager Configuration Guide for the Cisco TelePresence System』 を参照して ください。

Unified Communications Manager および COP ファイルのダウンロードの
サポート

COP ファ イルの管理の詳細については、 『Cisco Unified Communications Manager Configuration 
Guide for the Cisco TelePresence System』 の 「Managing Cisco Options Package (COP) Files on the 
Cisco TelePresence System」 の項を参照して ください。

Web ブラウザのサポート

Cisco TelePresence System の管理インターフェイスは、 次の Web ブラウザでサポート されてい
ます。

• Internet Explorer （IE） バージ ョ ン  10 以降

• Firefox バージ ョ ン  31 以降

• Chrome バージ ョ ン  36 以降

関連資料

• Cisco Unified CM の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager (CallManager) 
Documentation Roadmaps』 を参照して ください。

参照先 関連項目

• 『Cisco TelePresence Administration Software』 システム  ソフ ト ウェアの最新の リ リース  ノー
ト を含む、 Cisco TelePresence Administration 
Software のマニュアルを提供します。

• 『Cisco TelePresence Management Suite』 Cisco TelePresence Management Suite のマニュ
アルを提供します。

• 『Cisco TelePresence System User Guide, Software Release IX 8』 Cisco TelePresence Touch 10 デバイスでサポー
ト される機能について説明します。

• 『Cisco Unified Communications Manager Configuration Guide for 
the Cisco TelePresence System』

Cisco Unified Communications Manager

（Unified CM） の管理インターフェイスを使用
した IX5000 システムの設定に関する情報を
提供します。
x
Cisco TelePresence System 管理ガイド

     

http://www.cisco.com/en/US/products/ps8332/tsd_products_support_series_home.html
http://www.cisco.com/en/US/partner/products/ps11338/tsd_products_support_series_home.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/telepresence/peripherals/cisco_touch/installation/installing_the_cisco_touch.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/telepresence/cucm_cts/cucm_cts_admin_book/guide/cucm_cts_admin.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/telepresence/cucm_cts/1_6/configuration/guide/cucm_cts_1_6.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/telepresence/cucm_cts/1_6/configuration/guide/cucm_cts_1_6.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/telepresence/cucm_cts/cucm_cts_admin_book/guide/cucm_cts_admin.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/telepresence/cucm_cts/1_6/configuration/guide/cucm_cts_1_6.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/telepresence/cucm_cts/1_6/configuration/guide/cucm_cts_1_6.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/telepresence/cucm_cts/cucm_cts_admin_book/guide/cucm_cts_admin_managefiles.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/telepresence/cucm_cts/cucm_cts_admin_book/guide/cucm_cts_admin_managefiles.html


       
マニュアルの入手方法およびテクニカル サポート
マニュアルの入手方法、 テクニカル サポート 、 その他の有用な情報について、 次の URL で、
毎月更新される 『What's New in Cisco Product Documentation』 を参照して ください。 シスコの新
規および改訂版の技術マニュアルの一覧も示されています。

www.cisco.com/c/en/us/td/docs/general/whatsnew [英語]

『What's New in Cisco Product Documentation』 は RSS フ ィード と して購読できます。 また、 リー
ダー アプリ ケーシ ョ ンを使用してコンテンツがデスク ト ップに直接配信されるよ うに設定するこ
と もできます。 RSS フ ィードは無料のサービスです。 シスコは現在、 RSS バージ ョ ン 2.0 をサ
ポート しています。
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第 章1

インターフェイスの使用

作成日： 2014 年 12 月
改訂日 ： 2015 年 3 月 25 日

目次
この章は、 次の項で構成されています。

• 「概要」 （P.1-1）

• 「[Cisco TelePresence IX5000管理者 （Cisco TelePresence IX5000 Administrator） ] ホーム  ペー
ジ」 （P.1-3）

• 「ナビゲーシ ョ ン」 （P.1-5）

• 「次の作業」 （P.1-6）

概要
システム管理者は、 Cisco TelePresence IX5000 の管理者ユーザ インターフェイスを使用して  IX 
システムの維持および管理を行います。

（注） 一度に管理者ユーザ インターフェイスにアクセスできる管理者は 1 人だけです。

管理タス クは次のとおりです。

• Cisco TelePresence IX システム  デバイスのセッ ト アップ

• すべてのシステム設定の構成

• デバイス情報と詳細なシステム  ステータス情報の表示

• システム  デバイスの動作ステータスのモニタ リ ング
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概要
初回セッ ト アップの手順については、 次の URL の 『IX5000 and IX5200 First-Time Setup』 のマ
ニュアルを参照して ください。

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/telepresence/ix5000/ 

first_time_setup/ix5000_first_time_setup.html [英語]

図 1-1 に、 [Cisco TelePresence IX5000管理者 （Cisco TelePresence IX5000 Administrator） ] ホーム  
ページの例を示します。 これは、 ユーザ インターフェイスへのログイン後に最初に表示される
ページです。 ユーザ タス クに移動するには、 このページの左側のパネルでそのタス クをク リ ッ
ク します。

図 1-1 [Cisco TelePresence IX5000管理者 （Cisco TelePresence IX5000 Administrator） ] ホーム ページ （上半分）

（注） 図 1-1 は、 [管理者 （Administrator） ] ホーム  ページの上半分を示します。 追加のモニタ リ ング  
タス クの情報とシステムの詳細を表示するには、 ページを下へスク ロールします （図 1-2）。 こ
のページの左側のペインに表示されている他のユーザ タス クについても、 タス ク固有の情報を
すべて表示するにはスク ロールする必要があ り ます。
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[Cisco TelePresence IX5000 管理者 （Cisco TelePresence IX5000 Administrator） ] ホーム ページ
図 1-2 [Cisco TelePresence IX5000管理者 （Cisco TelePresence IX5000 Administrator） ] ホーム ページ （下半分）

[Cisco TelePresence IX5000管理者 （Cisco TelePresence 
IX5000 Administrator） ] ホーム ページ

[管理者 （Administrator） ] ホーム  ページは次の 3 つのセクシ ョ ンから構成されます。

• [システム  ステータス （System Status） ] ヘッダー バー 

• [管理者タスク （Administrator tasks） ] パネル

• システム  ステータス (System status)

[システム ステータス （System Status） ] ヘッダー バー

すべての [管理者 （Administrator） ] ページの上部にあるヘッダー バーには、 IX システムに関す
る次の情報が含まれています。

• ダイヤル番号 ： 使用中のシステムのディ レク ト リ （電話） 番号を示します。

• 赤色の番号付きアイコン ： 動作を停止したシステム  サービスの数を示します。

• コール ステータス  アイコン ： システムがコール中かまたはコールから退出したこ と を示し
ます。 次の 2 つのコール インジケータ  アイコンがあ り ます。
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[Cisco TelePresence IX5000 管理者 （Cisco TelePresence IX5000 Administrator） ] ホーム ページ
• [ログアウ ト （Logout） ] ボタン ： IX システムから ログアウ トするにはク リ ッ ク します。

[管理者タスク （Administrator Tasks） ] パネル

システム管理者は、 [管理者 （Administrator） ] ホーム  ページにアクセスした後、 自分の IX シス
テム とハード ウェア  コンポーネン ト を監視、 設定または変更できます。 このページの左側のパ
ネルには、 5 つの管理タスク  ページへの リ ンクが含まれます。

• モニタ リ ング （Monitoring）

• 設定 （Configuration）

• 初回セッ ト アップ （First Time Setup）

• ログ （Logs）

• 再起動/ リ セッ ト （Restart/Reset）

システム ステータス （System Status）
[システム  ステータス （System Status） ] は、 図 1-1 に示すよ うに [管理者 （Administrator） ] 
ホーム  ページの右上に常に表示されます。 システム管理者は、 IX システム機能と機器のス
テータスに変更がないかこのエ リ アをよ く監視する必要があ り ます。 システム  ステータスは 5 
秒ごとに更新されます。

ステータス インジケータ

IX システム  コンポーネン ト には次のものがあ り ます。

• 表示内容

• カ メ ラ

• マイ ク

• Touch デバイス

• Call Control Manager

[システム  ステータス （System Status） ] セクシ ョ ンには、 各システム  コンポーネン ト の動作ス
テータス  アイコンが表示されます。

• 緑色の ミ ュー ト が解除された電話機 ： IX システムがコール中
である こ と を示します。

• 灰色のスラ ッシュ記号がついた電話機 ： IX システムがコール
から退出した （コール中でない） 
こ と を示します。
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ナビゲーシ ョ ン
詳細については、 第 2 章 「インターフェイスのフ ィールドについて」 を参照して ください。

ナビゲーション
オプシ ョ ンのインターフェイス  ページに移動するには、 [管理者 （Administrator） ] ホーム  ペー
ジの左側のパネルにある  5 つのタス ク  オプシ ョ ンをク リ ッ ク します。 オプシ ョ ンのページにア
クセスする と、 特定のシステム  タス クを確認し、 ステータスをモニタできます。 メ インのコン
テンツ領域に表示されるシステム  データを参照するには、 各ページのウ ィ ン ド ウを下にスク
ロールします。

次の項では、 管理者ユーザ インターフェイスに関連するページに表示されるオブジェ ク ト 、 機
能、 および情報について説明します。

• 「フ ィールドへの情報の入力と選択」 （P.1-5）

• 「フ ィールドのシステム情報の検証」 （P.1-6）

フ ィールドへの情報の入力と選択

フ ィールドの情報を変更するには、 マウスを使用して既存の情報を強調表示し、 削除します。
その後、 新しい情報を入力します。 フ ィールドによってはド ロ ップダウン  メニューが表示され
るので、 そこから設定を選択します。

• 緑色のチェ ッ ク  マーク ： コンポーネン トは設定済み
で動作しています。

• 赤色の X ： コンポーネン トは接続されていないか設
定されていません。

– ディ スプレイ ： ビデオ ディ スプレイのケーブル
が接続されていないか、 またはディ スプレイの電
源が入っていません。

– カ メ ラ ： カ メ ラのビデオ ケーブルが接続されて
いないか緩んでいる、 またはイーサネッ ト  ケー
ブルが接続されていません。

– マイ ク ： マイ クがオフラ インか接続されていま
せん。

– Touch デバイス ： Touch 10 デバイスに電源が入っ
ていません。

– Call Control Manager ： システムが Call Control 
Manager （Unified CM） に登録されていません。
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次の作業
フ ィールドのシステム情報の検証

すべての [管理者 （Administrator） ] ページには、 管理者タス ク  パネルの左側に [再起動/ リ セッ
ト （Restart/Reset） ] ボタンがあ り、 最初はディセーブルになってます。 管理者タス ク  ページ
のいずれかを変更した り設定を追加する と、 このボタンがイネーブルにな り ます。

• IX システムを リブー トするには、 [再起動 （Restart） ] ボタンを使用します。

• 変更を廃棄し、 工場出荷時の IX システム値に戻すには、 [ リ セッ ト （Reset） ] ボタンを使
用します。

他の [管理者 （Administrator） ] ページには、 IP アド レス、 ド メ イン名、 メディア ポー ト番号
（表示のみ） などの情報が含まれているフ ィールドがあ り、 フ ィールドを終了する と有効にな
り ます。 フ ィールド内の情報が無効である と判明した場合は、 エラーを示すメ ッセージが表示
されます。

次の作業
管理者ユーザ インターフェイスにアクセスし、 インターフェイス内のフ ィールドの詳細を参照
するには、 第 2 章 「インターフェイスのフ ィールドについて」 に進みます。
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第 章2

インターフェイスのフ ィールドについて

作成日： 2014 年 12 月
改訂日 ： 2015 年 3 月 25 日

目次
この章は、 次の項で構成されています。

• 「TelePresence IX5000 管理者ユーザ インターフェイスへのアクセス」 （P.2-1）

• 「[モニタ リ ング （Monitoring） ] 領域のフ ィールド」 （P.2-3）

• 「[設定 （Configuration） ] 領域のフ ィールド」 （P.2-7）

• 「[初回セッ ト アップ （First Time Setup） ] 領域のフ ィールド」 （P.2-12）

• 「[ログ （Logs） ] 領域のフ ィールド」 （P.2-13）

• 「[再起動/ リ セッ ト （Restart/Reset） ] 領域のフ ィールド」 （P.2-17）

• 「次の作業」 （P.2-18）

TelePresence IX5000 管理者ユーザ インターフェイスへの
アクセス

TelePresence IX5000 管理者ユーザ インターフェイスでは、 IX システムの監視、 構成、 セッ ト
アップ、 ト ラブルシューテ ィ ング、 ログ、 再起動または リ セッ ト が行えます。

システムの Cisco TelePresence デバイスに関する情報を表示するには、 次の手順を実行します。

ステップ 1 次の手順に従って、 管理者ユーザ インターフェイスにログインします。

a. このマニュアルの 「Web ブラウザのサポート 」 の項の リ ス ト から インターネッ ト  ブラウザ
を選択します。

b. ブラウザ ウ ィ ン ド ウを開き、 [URL] フ ィールドに IX システムの IP アド レスを入力し、
Enter キーを押します。 [管理者用のログイン （Administrator Login） ] 画面が図 2-1 のよ う
に表示されます。
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TelePresence IX5000 管理者ユーザ インターフェイスへのアクセス
図 2-1 [管理者用のログイン （Administrator Login） ] 画面

c. [ユーザ名 （Username） ] フ ィールドに admin と入力します。

d. [パスワード （Password） ] フ ィールドに cisco と入力します。

（注） Unified CM でデフォル ト  パスワードを変更できます。 『Cisco Unified Communications Manager 
Configuration Guide for the Cisco TelePresence System』 を参照して ください。

e. [サインイン （Sign In） ] をク リ ッ ク します。

[管理者 （Administrator） ] ホーム  ページが図 2-2 のよ うに表示されます。
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[ モニタ リング （Monitoring） ] 領域のフ ィールド
図 2-2 [管理者 （Administrator） ] ホーム ページ

ステップ 2 [管理者 （Administrator） ] ホーム  ページから、 次の領域のさまざまな管理者タス クのデータ  
フ ィールドに移動してアクセスできます。

• [モニタ リ ング （Monitoring） ] 領域のフ ィールド

• [設定 （Configuration） ] 領域のフ ィールド

• [初回セッ ト アップ （First Time Setup） ] 領域のフ ィールド

• [ログ （Logs） ] 領域のフ ィールド

• [再起動/ リ セッ ト （Restart/Reset） ] 領域のフ ィールド

（注） [管理者 （Administrator） ] ホーム  ページは、 ユーザ インターフェイスの [モニタ リ ング
（Monitoring） ] 領域に常に開いています。

[モニタリング （Monitoring） ] 領域のフ ィールド
[モニタ リ ング （Monitoring） ] 領域には、 IX システム と  Unified CM で設定済みの構成に関する
詳細が含まれています。 こ こでは、 [モニタ リ ング （Monitoring） ] 領域に表示されるデータ  
フ ィールドについて説明します。 次のシステム  モニタ リ ング情報が使用可能です。

• システム  ステータス （System Status）

• コール統計

• ネッ ト ワーク  データ

（注） 管理インターフェイスの [モニタ リ ング （Monitoring） ] 領域にアクセスした後、 データ  フ ィー
ルドを表示するにはページを下にスク ロールします。
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[ モニタ リング （Monitoring） ] 領域のフ ィールド
システム ステータス （System Status）
[システム  ステータス （System Status） ] セクシ ョ ンから  IX システムのハード ウェア  コンポー
ネン ト の現在の動作状態を確認します。 図 2-3 は、 [システム  ステータス （System Status） ] の
コンポーネン ト  ステータス  インジケータが表示されるインターフェイス  ホーム  ページの右上
部分の例を示しています。

図 2-3 [モニタ リング （Monitoring） ] > [システム ステータス （System Status） ] セクシ ョ ン

[システム  ステータス （System Status） ] 領域には、 IX システム  デバイスの動作状態が表示さ
れます。 設定済みで動作中のコンポーネン トは緑色のチェ ッ ク  マークで示されます。 接続され
ていない、 または設定されていないコンポーネン トは赤色の X で示されます。

表 2-1 は [システム  ステータス （System Status） ] のフ ィールドについて説明しています。
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[ モニタ リング （Monitoring） ] 領域のフ ィールド
コール統計

コーデッ クによって収集された音声とビデオの統計情報を表示するには、 [コール統計 （Call 
Statistics） ] を使用します。 レポー ト には、 収集された情報の種類の把握に役立つ情報が含ま
れています。

[コール統計 （Call Statistics） ] を表示するには、 [モニタ リ ング （Monitoring） ] を選択し、 [
コール統計 （Call Statistics） ] までス ク ロールします。 [コール統計 （Call Statistics） ] のフ ィー
ルドの特定のセッ ト を表示するには、 該当するタブをク リ ッ ク します。 表 2-2 は、 ス ト リー ミ
ング  ビデオ/音声コールを含む送受信されたすべてのコールの履歴が提供される  [コール統計
（Call Statistics） ] のフ ィールドについて説明します。

図 2-4 [モニタ リング （Monitoring） ] > [コール統計 （Call Statistics） ] セクシ ョ ン 

表 2-1 [システム ステータス （System Status） ] のフ ィールド

フ ィールドまたはボタン 設定または説明

表示内容 メ インおよび補助用のビデオ ディ スプレイの動作状態を示し
ます。 非動作状態は、 ビデオ ケーブルが接続されていない、
またはディ スプレイに電源が入っていないこ とが原因である
可能性があ り ます。

カ メ ラ システム  カ メ ラの動作状態を示します。 非動作状態は、 ビデ
オ ケーブルが接続されていなかった り たるんでいる、 または
イーサネッ ト  ケーブルが接続されていないこ とが原因である
可能性があ り ます。

マイ ク システム  マイ クの動作状態を示します。 非動作状態は、 マイ
クがオフラ インになっている こ とが原因である可能性があ り
ます。

Touch デバイス システムの Touch 10 デバイスの動作状態を示します。

Call Control Manager IX システムが Call Control Manager （Unified CM） に登録され
ているかまたは登録されていないかを示します。
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[ モニタ リング （Monitoring） ] 領域のフ ィールド
ネッ トワーク  データ

[ネッ ト ワーク  データ （Network Data） ] セクシ ョ ンのネッ ト ワーク名とアドレス情報を表示しま
す。 図 2-5 に、 [モニタ リ ング （Monitoring） ] ページの [ネッ ト ワーク  データ （Network Data） ] セ
クシ ョ ンを示します。

[ネッ ト ワーク  データ （Network Data） ] を表示するには、 [モニタ リ ング （Monitoring） ] を選
択し、 [ネッ ト ワーク  データ （Network Data） ]  までス ク ロールします。 IX システムの [ネッ ト
ワーク  データ （Network Data） ] のフ ィールドについては表 2-3 で説明します。

図 2-5 [モニタ リング （Monitoring） ] > [ネッ トワーク  データ （Network Data） ] セクシ ョ ン

表 2-2 [コール統計 （Call Statistics） ] のフ ィールド

フ ィールドまたはボタン 設定または説明

一般 一般的なシステム  コール データ と値が提供されます。 次の項
目に関する現在および累積的なシステム  コール情報が含まれ
ます。

• システムの有効期間内のコールの総数

• システムの有効期間内の総通話時間

• 最後の通話時間

• リ ブー ト以降の総通話時間

• 最後のコール開始時刻

• 最後の リブー ト以後に行われたコールの総数

• 通話ステータスが最後にク リ アされた時刻

AV コールビデオ （AV Call 
Video）

右、 中央および左のディ スプレイのマルチポイン ト音声/ビデ
オ コールに関する  TelePresence ビデオ ス ト リームの統計情報
を表示します。

AV コールオーディオ （AV 
Call Audio）

右、 中央および左のディ スプレイのマルチポイン ト音声/ビデ
オ コールに関する  TelePresence オーディオ ス ト リームの統計
情報を表示します。

音声のみ 右、 中央および左のディ スプレイの IP 電話の音声のみのコー
ルに関するス ト リーム統計情報を表示します。
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[ 設定 （Configuration） ] 領域のフ ィールド
[設定 （Configuration） ] 領域のフ ィールド
[設定 （Configuration） ] 領域では、 DHCP および TFTP 設定を行い、 IX システムの 802.1X 認証
証明書をアップロードできます。 この項には、 [設定 （Configuration） ] 領域のデータ  フ ィール
ドに関する情報が含まれます。 次のシステム構成情報が使用可能です。

• ネッ ト ワーク

• Call Control Manager

• 証明書 （Certificates）

（注） [設定 （Configuration） ] 領域にアクセスした後、 データ  フ ィールドを表示するにはページを下
にスク ロールする必要がある場合があ り ます。

ネッ トワーク

[設定 （Configuration） ] 領域の [ネッ ト ワーク （Network） ] セクシ ョ ンでは、 IP アド レス設定
を表示または設定する こ とができます。

図 2-6 に、 ユーザ インターフェイスの [ネッ ト ワーク （Network） ] セクシ ョ ンの例を示します。
表 2-4 に、 主な [ネッ ト ワーク （Network） ] のフ ィールド とボタンを示します。

表 2-3 [ネッ トワーク  データ （Network Data） ] のフ ィールド

フ ィールドまたはボタン 設定または説明

Call Control Manager Cisco Unified Communications Manager の IP アド レス。

MAC アド レス （MAC 
Address）

IX システムを一意に識別する  Media Access Control ハード ウェ
アのアド レス。

ホス ト ネーム （Hostname） システム  コーデッ クのホス ト名。

ド メ イン名 （Domain Name） システム  コーデッ クのド メ イン名。

DHCP設定 （DHCP Setting） DHCP アドレッシングが [フル （Full） ]、 [混合 （Mixed） ] また
は [スタティ ッ ク （Static） ] に設定されているかを示します。

IP アド レス （IP Address） プラ イマ リ  システム  コーデッ クの場所 （IP アド レス）。

ゲー ト ウェ イ 別のネッ ト ワークへのアクセス  ポイン ト と して機能するネッ
ト ワーク上のルータの位置 （IP アド レス）。

サブネッ ト IX システムの IP サブネッ ト  マスク。

DNS サーバ 1 （DNS Server 1） IP アド レスによるプラ イマ リ  ネッ ト ワーク  サーバ。

DNS サーバ 2 （DNS Server 2） プラ イマ リ  サーバが利用できない場合に 2 番目の DNS サーバ
のアド レスを提供します。

接続先 VLAN （Operational 
VLAN）

標準の IEEE 802.1Q で使用される仮想 LAN。 この値は表示専
用の VLAN ID です。
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図 2-6 [設定 （Configuration） ] > [ネッ トワーク （Network） ] セクシ ョ ン
2-8
Cisco TelePresence System 管理ガイド



第 2 章      インターフェイスのフ ィールドについて

[ 設定 （Configuration） ] 領域のフ ィールド
Call Control Manager
TFTP サーバ設定を表示または設定するには、 [設定 （Configuration） ] 領域の [Call Control 
Manager] セクシ ョ ンまでス ク ロールします。 Call Control Manager を使用して、 TFTP サーバの
場所を指定し、 システムで利用可能な設定の リ ス ト を表示します。 4 つの TFTP オプシ ョ ン と  [
証明書信頼リ ス ト の削除 （Delete Certificate Trust List） ] ボタンによって、 TFTP サーバに対す
る追加の設定オプシ ョ ンが提供されます。

図 2-7 に、 管理者ユーザ インターフェイスの [Call Control Manager] セクシ ョ ン （[手動
（Manual） ] モード） の例を示します。 表 2-5 に、 主な [Call Control Manager] のフ ィールド とボ
タンを示します。

表 2-4 [ネッ トワーク （Network） ] のフ ィールド

フ ィールドまたはボタン 設定または説明

DHCP DHCP をイネーブルにするか、 またはイネーブルにしないこ と
で、 ネッ ト ワーク  アド レ ッシングをどのよ うに設定するかを
選択します。 DHCP アド レ ッシングを設定するオプシ ョ ンは、
[フル （Full） ]、 [混合 （Mixed） ] または [スタテ ィ ッ ク
（Static） ] です。 システムが DHCP を使用する場合は、 [フル
（Full） ] または [混合 （Mixed） ] を選択します。 DHCP を使用
しない場合は、 [スタテ ィ ッ ク （Static） ] を選択します。

IP アド レス （IP Address） 3 つの IP アド レスの設定オプシ ョ ンが使用可能です。

• [フル （Full） ] ： ネッ ト ワークが DHCP を使用する場合は、
このオプシ ョ ンをク リ ッ ク して  DHCP をイネーブルにし、
ネッ ト ワークがネッ ト ワーク  アド レスを動的に割り当て、
すべてのアド レスを設定できるよ うにします。

• [混合 （Mixed） ] ： ネッ ト ワークが DHCP を使用する場合
は、 このオプシ ョ ンをク リ ッ クする こ とで、 IP アド レスを
手動で割り当て、 ネッ ト ワークが残りの設定を割り当てる
よ うにする こ と もできます。

• [スタテ ィ ッ ク （Static） ] ： ネッ ト ワークが DHCP を使用し
ない場合は、 このオプシ ョ ンをク リ ッ ク してすべてのネッ
ト ワーク  アド レス設定を手動で割り当てます。 （ネッ ト
ワークはこれらの値を提供しません。）

このフ ィールドの詳細については、 「ネッ ト ワーク設定
（Network Settings）」 （P.4-3） を参照して ください。

サブネッ ト システム  IP アド レスのサブネッ ト  マスクを特定します。

ゲー ト ウェ イ 別のネッ ト ワークへのアクセス  ポイン ト と して機能するネッ
ト ワーク上のルータの位置 （IP アド レス） を特定します。

DNS サーバ 1 （DNS Server 1） IP アド レスで識別されるプラ イマ リ  ネッ ト ワーク  サーバ。

DNS サーバ 2 （DNS Server 2） IP アド レスで識別されるセカンダ リ  ネッ ト ワーク  サーバ。
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図 2-7 [設定 （Configuration） ] > [Call Control Manager]

証明書 （Certificates）
802.1x セキュ リ テ ィ認証を設定および表示するには、 ユーザ インターフェイスの [設定
（Configuration） ] 領域の [証明書 （Certificates） ] セクシ ョ ンまでスク ロールします。 証明書と  
802.1x セキュ リ テ ィの設定の詳細については、 「802.1X 認証」 （P.3-13） を参照して ください。

表 2-5 [Call Control Manager] のフ ィールド

フ ィールドまたはボタン 設定または説明

TFTP TFTP サーバ アド レ ッシングを設定するオプシ ョ ンは、 [自動
（Automatic） ] または [手動 （Manual） ] です。

• [自動 （Automatic） ] ： システムがすべての TFTP サー
バ アド レスを設定する こ と を許可します。 デフォル ト
の状態に設定する場合（TFTP サーバがオプシ ョ ン  150 
の DHCP 要求に応答します）、 または Unified CM コン
フ ィギュレーシ ョ ン  ファ イルがシステムに存在する
ネッ ト ワーク内のエンドポイン ト を指す TFTP サーバ
の リ ス ト の場合にク リ ッ ク します。

• [手動 （Manual） ] ： 手動で特定の TFTP アド レスを設
定できます。 Unified CM サーバの IP アド レスを手動
で提供する場合にク リ ッ ク します。

TFTP サーバ 1 （TFTP Server 1） [手動TFTP （Manual TFTP） ] オプシ ョ ンを選択した場合は IP 
アド レスを入力します。

TFTPサーバ 2～5 （TFTP 
Server 2 - 5）

最大 4 つの追加の TFTP サーバの IP アド レスを入力します。

証明書信頼リ ス ト の削除
（Delete Certificate Trust List）

証明書信頼リ ス ト （CTL） のすべてのエン ト リ を削除するに
は、 [証明書信頼リ ス ト の削除 （Delete Certificate Trust List） ] 
をク リ ッ ク します。 このボタンは、 IX システムに混合認証
モードで設定された  Unified CM から  CTL が提供されている場
合にアクテ ィブにな り ます。
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図 2-8 に、 ユーザ インターフェイスの [証明書 （Certificates） ] セクシ ョ ンの例を示します。
表 2-6 に、 主な [証明書 （Certificates） ] のフ ィールド とボタンを示します。

図 2-8 [設定 （Configuration） ] > [証明書 （Certificates） ]

表 2-6 [証明書 （Certificates） ] のフ ィールド

フ ィールドまたはボタン 設定または説明

ファ イル名 （Filename） IX システムに現在ダウンロード されている証明書ファ イルを
識別します。

タ イプ （Type） ダウンロード された証明書ファ イルのタ イプを識別します。
内容 ： 

• [CAPF証明書 （CAPF Certificate） ] ：Unified CM 内の CAPF 
サーバを識別します。

• [Call Manager証明書 （Call Manager Certificate） ] ： システ
ムのエンド  ポイン ト に対する  Unified CM を識別します。

• [その他の証明書 （Misc Certificate） ] ： MIC を使用しない
場合は、 システムによって作成されたローカルで有効な証
明書 （LSC）。 詳細については、 「802.1X 認証」 （P.3-13）
を参照して ください。

• [MIC証明書 （MIC Certificate） ] ： 製造元でインス トールさ
れたセキュ リ テ ィ証明書。

読み取り （Read） その証明書の詳細を表示できます。

ダウンロード  (Download) ローカル コンピュータのソースから  MIC または LSC をダウン
ロードできます。 [ダウンロード （Download） ] ボタンが選択
不可の場合は、 使用できる証明書がないこ とを示します。
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[初回セッ トアップ （First Time Setup） ] 領域のフ ィールド
IX システムのセッ ト アップ プロセスを開始するには、 [初回セッ ト アップ （First Time Setup） ] 
タブをク リ ッ ク します。 図 2-9 に、 管理者インターフェイスの [初回セッ ト アップ （First Time 
Setup） ] 領域を示します。

図 2-9 [初回セッ トアップ （First Time Setup） ] セクシ ョ ン 

証明書をアップロードする
にはこ こを ド ラ ッグまたは
ク リ ッ ク します （Drag or 
Click Here to Upload 

Certificate）

[アップロードする予定の証明書 （Certificates Scheduled For 
Uploadd） ] フ ィールドから証明書をこのブロ ッ クにド ラ ッグ
するか、 またはク リ ッ ク してローカル コンピュータから  IX シ
ステムに証明書をアップロード します。

アップロードする予定の証
明書 （Certificates Scheduled 
For Upload）

システムへのアップロードが予定されている証明書を表示し
ます。 予定されている証明書がない場合は、 「アップロードす
る予定の証明書はあ り ません （No Certificates Scheduled For 
Upload）」 が表示されます。

リ セッ ト  (Reset) [設定 （Configuration） ] ページのフ ィールドに対してたった今
行った変更をキャンセルするには、 [ リ セッ ト （Reset） ] をク
リ ッ ク します。 フ ィールドが変更が行われる前の値に リ セッ
ト されます。 しかし、 [適用 （Apply） ] を選択して変更を受け
入れてしま う と、 [ リ セッ ト （Reset） ] を使用してその変更を
リ セッ ト またはキャンセルする こ とはできな く な り ます。

適用 （Apply） 証明書フ ィールドの変更をアクテ ィブにするには、 [適用
（Apply） ] をク リ ッ ク します。

表 2-6 [証明書 （Certificates） ] のフ ィールド  （続き）

フ ィールドまたはボタン 設定または説明
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[ ログ （Logs） ] 領域のフ ィールド
表 2-7 では、 管理者ユーザ インターフェイスの [初回セッ ト アップ （First Time Setup） ] 領域の
主なセッ ト アップ フ ィールド とテス ト について説明します。

この設定手順の詳細については、次の URL の 『IX5000 and IX5200 First-Time Setup』 のマニュア
ルを参照して ください。

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/telepresence/ix5000/

first_time_setup/ix5000_first_time_setup.html [英語]

[ログ （Logs） ] 領域のフ ィールド
[ログ （Logs） ] 領域には、 IX5000 システム と  Unified CM で設定済みの構成に関する詳細が含
まれています。 このマニュアルの項では、 [ログ （Logs） ] 領域の主な 4 つのタブについて説明
します。 表 2-8 および 2-9 では、 これらのタブとそのデータ  フ ィールドおよびアクシ ョ ン  ボタ
ンについて説明します。

[ログ （Logs） ] ページ内の 4 つのタブは次のとおりです。

• システムオペレーシ ョ ンのログ （System Operations Log）

• SIP ログ （SIP Log）

• レポート （Reports）

• キャプチャ （Captures）

3 つのアクシ ョ ン  ボタンも、 [ログ （Logs） ] ページのタブに表示されます。

• ログの生成 （Generate Logs）

• ログのダウンロード （Download Logs）

• レポート のダウンロード  (Download Reports)

表 2-7 [初回セッ トアップ （First Time Setup） ] のフ ィールド

フ ィールドまたはボタン 設定または説明

ディ スプレイの接続
（Display Connection）

メ インおよび補助用 （使用可能な場合） ディ スプレイのレイ
アウ ト と接続を確認します。

カ メ ラの設定 （Camera 
Setup）

システム  テーブルでカ メ ラをそのターゲッ ト に合わせて配置
します。

ホワイ ト ボードの設定
（Whiteboard Setup）

システム  ディ スプレイのホワイ ト ボードの画像領域を把握し
ます。

スピーカーの設定 （Speaker 
Setup）

システム  スピーカーの出力をテス ト し確認します。

マイ ク ロフォン接続
（Microphone Connection）

システムのマイ クの配線を確認分析します。

マイ クバーの場所 （Mic Bar 
Location）

システムのマイ ク  バーが正し く配線されているか確認検証し
ます。

ノ イズレベル （Noise Level） ビデオ会議室のノ イズ レベルを把握およびチェ ッ ク して、 ノ
イズ レベルの統計情報を分析します。

残響 （Reverberation） ビデオ会議室内の家具および人物両方の物体の表面からの音
の反射に関する統計情報を把握および作成します。
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システムオペレーショ ンのログ （System Operations Log）

コール情報、 コール統計情報、 コール エラーなどの、 システム  オペレーシ ョ ン （sysop） メ ッ
セージの実行中のログを表示するには、 [システムオペレーシ ョ ンのログ （System Operations 
Log） ] タブをク リ ッ ク します。 最大 20 個の個別のファ イルを  IX システムに保存でき、 各ファ
イルには 100,000 文字まで含める こ とができます。 図 2-10 に、 [システムオペレーシ ョ ンのロ
グ （System Operations Log） ] ウ ィ ン ド ウのサンプルを示します。

各 sysop ログ  メ ッセージの詳細な説明については、 『Cisco TelePresence System Message Guide』
を参照して ください。

sysop ログ  ファ イルを生成するには、 ページ右上の [ログの生成 （Generate Logs） ] ボタンをク
リ ッ ク します。 sysop ログ  ファ イルをダウンロードするには、 [ログの生成 （Generate Logs） ] 
の下にある  [ログのダウンロード （Download Logs） ] ボタンをク リ ッ ク します。 その後、
IX5000 管理ソフ ト ウェアから次のいずれかを行う よ う求められます。

• 開いて sysop ログ  ファ イルを表示します ： ログの最後の 100,000 バイ ト が表示されます。
Sysop ファ イルをダウンロードする と、使用可能なすべての Sysop ファ イルがダウンロード
されます。

• sysop ログ  ファ イルを保存します。

図 2-10 [ログ （Logs） ] > [システムオペレーシ ョ ンのログ （System Operations Log） ] セクシ ョ ン

?

表 2-8 [システムオペレーシ ョ ンのログ （System Operations Log） ] のフ ィールド

フ ィールドまたはボタン 設定または説明

ログの生成 （Generate Logs） システム  オペレーシ ョ ンのログを生成するには、 このボタン
をク リ ッ ク します。

ログのダウンロード
（Download Logs）

生成されたシステム  オペレーシ ョ ンのログをダウンロードす
るには、 このボタンをク リ ッ ク します。
2-14
Cisco TelePresence System 管理ガイド

http://www.cisco.com/en/US/docs/telepresence/system_messages/ct_sys_message2.html


第 2 章      インターフェイスのフ ィールドについて

[ ログ （Logs） ] 領域のフ ィールド
SIP ログ （SIP Log）

Session Initiation Protocol （SIP） の要求および応答方法は、 ネッ ト ワーク内のコンポーネン ト間
の通信を確立し、 最終的に 2 つのエンドポイン ト間のコールまたはセッシ ョ ンを確立するため
に使用されます。

コールのセッ ト アップおよび終了時の SIP ネゴシエーシ ョ ンに関連する メ ッセージの実行中の
ログを表示するには、 [SIPログ （SIP Log） ] をク リ ッ ク します。 新しい SIP ログを作成するた
めにパラ メータの [方向 （Direction） ]、 [タ イプ （Type） ]、 [コールID （Call ID） ]、 [送信先
（To） ] および [送信元 （From） ] を変更する こ とでログの内容をカスタマイズするには、 ログ  
フ ィルタを使用します。 SIP ログにフ ィルタを適用する以外に、 ログを生成およびダウンロー
ドする こ と もできます。

図 2-11 [ログ （Logs） ] > [SIPログ （SIP Log） ] セクシ ョ ン

表 2-9 [SIPログ （SIP Log） ] のフ ィールド

フ ィールドまたはボタン 設定または説明

[Filter By: （フ ィルタ条件:） ] で以下のいずれかを選択します。

タ イプ （Type） 生成されるログの SIP プロ ト コル タ イプを選択します。 オプ
シ ョ ン ： [100]、 [200]、 および[登録 （REGISTER） ]。

方向 （Direction） 生成されるログのメ ッセージの方向を選択します。 オプシ ョ
ン ： [TX （送信） （TX (transmit)） ]、 [RX （受信） （RX 
(receive)） ]、 または両方向。

コールID (Call ID) 特定のコールのログを表示します。

目的 (To) 特定のシステム /デバイスへ送信されるコールのみで構成され
るログを生成します。

送信元 （From） 特定のシステム /デバイスから着信するコールのみで構成され
るログを生成します。
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詳細については、 Cisco.com で Session Initiation Protocol （SIP） のホーム  ページを参照して くだ
さい。

レポート

初回セッ ト アップ時に実行される ノ イズ  レベルと反響テス ト に関する生成されたレポート を表
示するには、 [レポート （Reports） ] をク リ ッ ク します。 図 2-12 に、 ダウンロード して確認でき
るレポート  ファ イルの例を示します。

図 2-12 [ログ （Logs） ] > [レポート （Reports） ]

IS (次に合致する ) 生成中の SIP ログがフ ィルタ と して選択されたフ ィールド  パ
ラ メータのみで構成されている こ と を示します。

次に合致しない （IS NOT） 生成中の SIP ログに指定したフ ィールド  パラ メータがないこ
とを示します。

フ ィルタ適用 （Apply Filter） 上記のフ ィールドで選択または選択解除されたフ ィルタを適
用するには、 このボタンをク リ ッ ク します。

ログの生成 （Generate Logs） 指定した SIP ログを生成するには、 このボタンをク リ ッ ク しま
す。 （選択した SIP ログをダウンロードするには、 このボタン
をク リ ッ ク します。）

ログのダウンロード
（Download Logs）

SIP ログをダウンロードするには、 このボタンをク リ ッ ク しま
す。 （選択した SIP ログを削除するには、 このボタンをク リ ッ
ク します。）

表 2-9 [SIPログ （SIP Log） ] のフ ィールド  （続き）

フ ィールドまたはボタン 設定または説明
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[ 再起動 / リセッ ト （Restart/Reset） ] 領域のフ ィールド
キャプチャ （Captures）

ハード ウェア （ ト ラブルシューテ ィ ング） の診断中に生成されたログ  ファ イルを表示するに
は、 [キャプチャ （Captures） ] をク リ ッ ク します。 キャプチャ されるログには次のものがあ り
ます。

• エコー キャプチャ

• プレゼンテーシ ョ ン  オーディオのキャプチャ

• Touch 10 の診断

図 2-13 [ログ （Logs） ] > [キャプチャ （Captures） ] セクシ ョ ン 

キャプチャしたログ  ファ イルをデバイスにコピーするには、 [レポート のダウンロード
（Download Reports） ] をク リ ッ ク します。

[再起動/リセッ ト （Restart/Reset） ] 領域のフ ィールド
[再起動/ リ セッ ト （Restart/Reset） ] 領域では、 IX システムを即座に再起動した り、 システムを
元の工場出荷時の設定に戻すこ とができます。

この項には、 [再起動/ リ セッ ト （Restart/Reset） ] 領域内の 2 つのオプシ ョ ン、 [システム再起動
（System Restart） ] および [初期設定への リ セッ ト （Factory Reset） ] に関する情報が含まれます。

システム再起動

IX システムを即座に再起動するには、 [システム再起動 （System Restart） ] をク リ ッ ク します。
だたし、 コール中の場合は、 この操作によってそのコールが即座に終了する こ とに注意して く
ださい。
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次の作業
工場出荷時の状態へのリセッ ト

IX システムの設定を元の工場出荷時の設定値に戻すには、 [初期設定への リ セッ ト （Factory 
Reset） ] をク リ ッ ク します。 この再起動プロセスは完了までに最大 2 時間かかる場合があるの
で、 Touch デバイスの再起動の状態を定期的に確認する必要があ り ます。

初期設定への リ セッ ト が完了した後は、 初回セッ ト アップを再実行し、 IX システムを  Unified 
CM に再登録する必要があ り ます。

（注） システムをデバイス と して  Unified CM に登録する詳細については、 『Cisco Unified 
Communications Manager Configuration Guide for the Cisco TelePresence System』 の 「Configuring 
a Cisco TelePresence Device」 の項を参照して ください。

次の作業
IX システムのソフ ト ウェア機能の概要と設定情報については、 第 3 章 「IX ソフ ト ウェア機能」
に進んでください。
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第 章3

IX ソフ トウェア機能

作成日： 2014 年 12 月
改訂日 ： 2015 年 3 月 25 日

この章には、 IX5000 ソフ ト ウェア機能の概要と設定情報が含まれています。 また、 概要または
詳細な設定手順が必要な機能に関する情報も含まれています。 特定の IX ソフ ト ウェア リ リー
スで導入されるすべての機能の説明については、 その リ リースの リ リース  ノー ト を参照して く
ださい。

目次
• 「H.265 のサポー ト 」 （P.3-1）

• 「1080p 60 メ イン  ビデオ」 （P.3-2）

• 「高解像度のプレゼンテーシ ョ ン」 （P.3-6）

• 「ビデオ帯域幅割り当ての重み付け」 （P.3-10）

• 「802.1X 認証」 （P.3-13）

H.265 のサポート
H.264 サポート に加えて、 IX ソフ ト ウェアを実行しているシステムは H.265 ビデオ圧縮標準も
サポート しています。 H.265 では、 H.264 と比較して、 最適なネッ ト ワーク条件下で平均 40% 
のビッ ト  レー ト が削減されます。

H.265 エンコーディ ングは、 IX5000 および IX5200 ソフ ト ウェアを実行しているシステム と次
のシステム間のポイン ト ツーポイン ト  コールでサポート されています。

• Cisco TelePresence MX700

• Cisco TelePresence MX800

• Cisco TelePresence SX80

• 注 ： H.265 を使用するには、 システムが リ リース  10.5 以降のソフ ト ウェアを実行している  
Cisco Unified Communications Manager （Unified CM） に登録されている必要があ り ます。
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1080p 60 メイン  ビデオ
1080p 60 メイン ビデオ
Cisco TelePresence IX5000 System は、 IX ソフ ト ウェア  リ リース  8 を実行し、 ポイン ト ツーポイ
ン ト  コール中に 60 fps （1 秒あた りのフレーム数） で 1080p の品質 （1080p 60） で メ イン  ビデ
オを送受信できます。

必要なメイン ビデオ設定

次の設定は、Cisco TelePresence 環境で 60 fps のメ イン  ビデオ機能をイネーブルにするために必
要にな り ます。

• IX エンドポイン ト の場合は、 Unified CM バージ ョ ン  10 以降で次の変更を行います。

– [電話の設定 （Phone Configuration） ] ページの [メ インディ スプレイの1秒あた りのフ
レーム数 （Main Display Frames Per Second） ] を 「60 fpsメ イン （60 fps main）」 に設定し
ます。 （[電話の設定 （Phone Configuration） ] ページにアクセスするには、 Cisco 
Unified CM の管理から  [デバイス （Device） ] > [電話 （Phone） ] を選択します。 デバイ
スを検索し、 そのデバイス名をク リ ッ ク して  [電話の設定 （Phone Configuration） ] ペー
ジを立ち上げます。） 

– [電話の設定 （Phone Configuration） ] ページの [ビデオ帯域幅割り当ての重み付け
（Video Bandwidth Allocation Weights） ] を適切に設定します。 このパラ メータの詳細に
ついては、 「ビデオ帯域幅割り当ての重み付け」 （P.3-10） を参照して ください。

必要な設定を行う と、60 fps 対応の IX エンドポイン ト が 60 fps の最大フレーム  レー ト でメ イン  
ビデオを送受信できるよ うにな り ます。

エンドポイン トが fps およびビデオ品質をどのように決定するかを理
解する

Cisco TelePresence コール設定時に、送受信エンドポイン トはビデオ ス ト リームが送受信される  
fps （30 または 60 fps） と ビデオ品質 （1080p または 720p） を決定します。

この決定は次の要素の結果と して行われます。

• 送信エンドポイン ト と受信エンドポイン ト間でネゴシエート される  Transport Independent 
Application Specific （TIAS） 帯域幅の量。

帯域幅の最小量は、 Unified CM の [電話の設定 （Phone Configuration） ] ページの [メ イン
ディ スプレイの1秒あた りのフレーム数と品質 （ディ スプレイあた り ） （Main Display 
Frames Per Second and Quality (Per Display)） ] の設定によって決定されます。 図 3-1 および
表 3-3 （H.265 の場合） と図 3-2 および表 3-4 （H.264 の場合） は、 30 fps および 60 fps コー
ルの Unified CM 設定に基づく帯域幅要件を示します。

• 使用されるビデオ圧縮標準 （H.264 または H.265）。

• ネッ ト ワークおよびシステムが対応できる最大フレーム  サイズ。

• 送受信エンドポイン ト によるビデオ解像度とフレーム  レー ト （fps 単位） のネゴシエー
シ ョ ン。

• Unified CM でデバイスの リージ ョ ン設定で許可されている最大ビッ ト  レー ト 。 これらの設
定はデバイス  プールに適用され、 順にユーザのデバイスに適用されます。
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1080p 60 メ イン  ビデオ
リージ ョ ン設定を確認するには、 Cisco Unified CM の管理 GUI にログインし、 [システム
（System） ] > [ リージ ョ ン （Region） ] に移動します。 最大レートは、 [ビデオコールの最大
ビッ ト レー ト （オーディオを含む） （Max Video Call Bit Rate (Includes Audio)） ] フ ィールド
に表示される値です。

表 3-1 （H.265 の場合） および表 3-2 （H.264 の場合） では、 必要な 3 つの基準を最初の 3 列に
示し、 その結果生じる送信可能なビデオ ス ト リームを  4 列目に示します。

要素のいずれかが最小要件を満たしていなければ、 システムは表 3-5 に示す次に低いレート で
ビデオを送受信しよ う と します。

たとえば、 システム とネッ ト ワークが 1080p 60 の最大ビデオ品質でビデオ ス ト リームを送信
するための最小要件を満たすこ とができない場合、 システムは 720p 60 のビデオ ス ト リームを
ネゴシエート し よ う と します。 システムが 720p 60 のビデオ ス ト リームを送信するための要件
を満たすこ とができない場合、 システムは表 3-5 に示す 720p 30 のビデオ ス ト リームをネゴシ
エート し よ う と します。

コールが保留状態にな り、 その後再開される と、 帯域幅の量は同じ要素を使用して再ネゴシ
エート されます。

表 3-1 シグナリング パラメータおよび結果として生じる解像度/フレーム レートの考えられる
値 （H.265）

最小優先ビッ ト  
レート （kbps）

最小フレーム 
サイズ 最小 fps

結果として生じる解
像度と  fps

2700 8100 60 1080p 60

  900 3600 60   720p 60

1800 8100 30 1080p 30

  600 3600 30   720p 30

表 3-2 シグナリング パラメータおよび結果として生じる解像度/フレーム レートの考えられる
値 （H.264）

最小優先ビッ ト  
レート （kbps）

最小フレーム 
サイズ 最小 fps

結果として生じる解
像度と  fps

4500 8100 60 1080p 60

1500 3600 60   720p 60

3000 8100 30 1080p 30

1000 3600 30   720p 30
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1080p 60 メイン  ビデオ
図 3-1 は H.265 ビデオ圧縮形式を使用する場合に必要な帯域幅を示し、 図 3-2 は H.264 形式を
使用する場合に必要な帯域幅を示します。

図 3-1 Unified CM 品質ごとの H.265 帯域幅要件 （ディスプレイあたり）
3-4
Cisco TelePresence System 管理ガイド



第 3 章      IX ソフ トウェア機能

1080p 60 メ イン  ビデオ
図 3-2 Unified CM 品質ごとの H.264 帯域幅要件 （ディスプレイあたり）

表 3-3 に H.265 の場合の 30 fps および 60 fps のコールに対する帯域幅要件を示し、 表 3-4 に 
H.264 の場合の同じ情報を示します。

表 3-3 Unified CM 品質に基づく  H.265 帯域幅要件 （ディスプレイあたり）

メ イン  ディスプレ
イの 1 秒あたりのフ
レーム数の設定 品質 （ディスプレイあたり） の設定

ベス ト 良かった Good

1080p 帯域幅要件 （kbps）

60 fps メ イン 3600 3150 2700

30 fps メ イン 2400 2100 1800

720p 帯域幅要件 （kbps）

60 fps メ イン 2025 1350  900 

30 fps メ イン 1350   900  600
3-5
Cisco TelePresence System 管理ガイド



第 3 章      IX ソフ トウェア機能    
高解像度のプレゼンテーシ ョ ン
次の状況で、60 fps 対応の Cisco TelePresence エンドポイン ト とデバイスは 30 fps でメ イン  ビデ
オ ス ト リームを送信します。

• 30 fps の最大フレーム  レー ト をサポートするエン ドポイン ト またはデバイス とのコール中。

• [電話の設定 （Phone Configuration） ] ページの [メ インディ スプレイの1秒あた りのフレーム
数 （Main Display Frames Per Second） ] の設定と して 60 fps をサポート していない Cisco 
Unified CM バージ ョ ンに登録されている  Cisco TelePresence エンドポイン ト とのコール中。

• [電話の設定 （Phone Configuration） ] ページの [メ インディ スプレイの1秒あた りのフレーム
数 （Main Display Frames Per Second） ] の設定で 60 fps はサポート しているが 「30 fps メ イ
ン」 はサポート していない Unified CM バージ ョ ンに登録されている  Cisco TelePresence エ
ンドポイン ト とのコール中。

高解像度のプレゼンテーション
こ こでは、 サポート されているプレゼンテーシ ョ ンの解像度およびプレゼンテーシ ョ ンのオー
ディオとビデオのケーブルに関する情報を説明し、 次の項があ り ます。

• 「HD プレゼンテーシ ョ ンの概要」 （P.3-7）

• 「サポー ト されるプレゼンテーシ ョ ン  デバイスおよびテス ト済みアダプタ」 （P.3-7）

表 3-4 Unified CM 品質に基づく  H.264 帯域幅要件 （ディスプレイあたり）

メ イン  ディスプレ
イの 1 秒あたりのフ
レーム数の設定 品質 （ディスプレイあたり） の設定

ベス ト 良かった Good

1080p 帯域幅要件 （kbps）

60 fps メ イン 6000 5250 4500

30 fps メ イン 4000 3500 3000

720p 帯域幅要件 （kbps）

60 fps メ イン 3375 2250 1500 

30 fps メ イン 2250 1500 1000 

表 3-5 ネゴシエート されたダウングレード  パス

最初にネゴシエート された解像度とフ
レーム レート コール中のダウングレード  パス

最初にネゴシエート された 60 fps コール

60 fps で 1080p 60 fps で 720p、 その後 30 fps で 720p

60 fps で 720p 30 fps で 720

最初にネゴシエート された 30 fps コール

30 fps で 1080p 30 fps で 720

30 fps で 720p 30 fps で 720
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高解像度のプレゼンテーシ ョ ン
• 「解像度のサポート 」 （P.3-8）

• 「HD プレゼンテーシ ョ ンに必要な設定」 （P.3-8）

• 「HD プレゼンテーシ ョ ン  ビデオ解像度の拡大縮小」 （P.3-9）

• 「HD プレゼンテーシ ョ ン機能の帯域幅要件」 （P.3-9）

HD プレゼンテーショ ンの概要

IX ソフ ト ウェアを実行しているシステムは、 1 秒あた り  30 フレームで最大 1080p （1080p 30）
の高解像度 （HD） プレゼンテーシ ョ ンをサポート しています。 Cisco TelePresence IX5000 シス
テムは、 HD プレゼンテーシ ョ ン機能をサポート しています。

IX5000 システムのプレゼンテーシ ョ ン  ケーブルには次のデジタル コネク タがあ り ます ：
DisplayPort、 ミ ニ DisplayPort、 HDMI。

（注） 一部のプレゼンテーシ ョ ン解像度では、 プレゼンテーシ ョ ン表示領域のすべてのスペースが占領
されないこ とがあ り ます。 たとえば、 プレゼンテーシ ョ ンを送信しているラ ップ ト ップの解像度
が 1600x900 に設定され、 プレゼンテーシ ョ ン ディ スプレイの解像度が 1920x1080 に設定されて
いる場合、 ディ スプレイに表示される画像は 1600x900 ピクセルでその周りに黒枠が付き、 ピク
セルの合計サイズは 1920x1080 になり ます。

PC を使用している と きにプレゼンテーシ ョ ン ディ スプレイの周りに表示される黒枠をなくすに
は、 ラ ップ ト ップのコン ト ロール パネルを開き、 ラ ップ ト ップの [デスク ト ップの背景の変更
（Change Desktop Background） ] に移動して、 画像位置を 「塗りつぶし （Fill）」 に変更します。

サポート されるプレゼンテーシ ョ ン  デバイスおよびテス ト済みアダ
プタ

さ まざまなサードパーテ ィ製のプレゼンテーシ ョ ン  デバイスが IX システムのプレゼンテー
シ ョ ン  ケーブルのコネク タでサポート されています。 サポート されるプレゼンテーシ ョ ン  デ
バイスは次のとおりです。

• HDMI コネク タを使用したラ ップ ト ップ （PC） 

• 次のコネク タを使用した MacBook Air と  MacBook Pro 

– HDMI コネク タ  

– DisplayPort コネク タ

– ミ ニ DisplayPort コネク タ

（注） 一部の Apple デバイスでは、 プレゼンテーシ ョ ンの共有に使用されている場合、 画面に
点滅が表示される こ とがあ り ます。 この問題が発生した場合は、 解像度の質を低い解像
度に変更します。

• Apple が提供する独自の HDMI アダプタを使用する  iPad 製品

アダプタが VGA プレゼンテーシ ョ ンで必要な場合は、 以下のテス ト済みアダプタを推奨します。

• SYBA USA VGA/HDMI コンバータ
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解像度のサポート

HD プレゼンテーシ ョ ン信号の幅と高さの比例関係 （別名縦横比） は 16:9 であるのに対し、 ア
ナログのプレゼンテーシ ョ ン信号の場合は 4:3 です。

表 3-6 に、 プレゼンテーシ ョ ン  デバイスによって共有される共通解像度、 対応する縦横比、 お
よび解像度をサポートするプレゼンテーシ ョ ン  デジタル ケーブルの概要を示します。 IX シス
テムは表に示すプレゼンテーシ ョ ン解像度のすべてをサポート していますが、 EDID （Extended 
Display Identification Data） は 1080p、 720p および VGA のみをサポート しています。

HD プレゼンテーショ ンに必要な設定

Binary Floor Control Protocol （BFCP） と  TelePresence Interoperability Protocol （TIP） の両方が
コールに対してネゴシエート された場合、 TIP が優先され、 BFCP はプレゼンテーシ ョ ンの制
御に使用されません。 BFCP は、 IX ソフ ト ウェアを実行するシステムのプレゼンテーシ ョ ンを
制御するための優先プロ ト コルとな り ます。

表 3-7 に、 IX エンドポイン ト で機能するよ うに HD プレゼンテーシ ョ ンをイネーブルにする  
Unified CM の設定について説明します。

表 3-6 プレゼンテーシ ョ ン デバイスによって共有される解像度の縦横比

プレゼンテーシ ョ ン  デバイスによって
共有される解像度 縦横比

30 または 5 fps で 1920x1080 （1080p） 16:9

30 または 5 fps で 1280x720 （720p） 16:9

30、 5 または 1 fps で 1024x768 （XGA） 4:3

30、 5 または 1 fps で 640x480 （VGA） 4:3

表 3-7 各 IX エンドポイン トに必要な Unified CM の設定

Unified CM の設定 注記 （Notes）

各 IX エンドポイン ト では、 SIP プロファ イルに対
し標準 SIP プロファ イルを使用します （標準 SIP 
BFCP プロファ イルではな く ）。

標準 SIP BFCP プロファ イルを指定する と、 コールがド ロ ッ
プされ BFCP が正し く動作しない場合があ り ます。

エン ドポイン ト を  Unified CM に設定する と きは、
[電話の設定 （Phone Configuration） ] ウ ィ ン ド ウ
内の [プロ ト コル固有情報 （Protocol Specific 
Information） ] 領域の [BFCPを使用するプレゼン
テーシ ョ ン共有を許可（Allow Presentation Sharing 
Using BFCP） ] チェ ッ クボッ ク スを必ずオンにし
ます。

BFCP の設定の詳細については、 『Cisco Unified 
Communications Manager Configuration Guide for the 

Cisco TelePresence System』 の 「Configuring BFCP for Your 
Cisco TelePresence Device」 の項を参照して ください。

電話の設定では、 [ビデオ帯域幅割り当ての重み付
け （Video Bandwidth Allocation Weights） ] のデフォ
ル ト値は [8メ イン /2プレゼンテーシ ョ ン （8 Main/2 
Presentation） ] です。 必要に応じてこの設定を調整
します。

このパラ メータの詳細については、 「ビデオ帯域幅割り当て
の重み付け」 （P.3-10） を参照して ください。
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高解像度のプレゼンテーシ ョ ン
Unified CM 設定の詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Configuration Guide 
for the Cisco TelePresence System』 を参照して ください。

その他の設定は必要あ り ません。

HD プレゼンテーショ ン ビデオ解像度の拡大縮小

HD プレゼンテーシ ョ ンの場合は、 コンテンツを共有している  IX ソフ ト ウェアを実行している
システムは、 共有されるコンテンツ （ス ラ イ ド  プレゼンテーシ ョ ン、 ドキュ メ ン ト 、 ビデオな
ど） の解像度を自動的に変更できます。 表 3-8 に、 一般的なプレゼンテーシ ョ ン  デバイス  ディ
スプレイの解像度と、 IX エンドポイン ト によって拡大縮小および送信できるコンテンツの解像
度の概要を示します。

一般に、 HD プレゼンテーシ ョ ンは次の拡大縮小方式をサポート します。

• XGA に拡大できる  1280x720 （720p） を除き、 高解像度への拡大はサポート されていません。

• XGA の低解像度への縮小がサポート されています。

拡大縮小はネッ ト ワークの低帯域幅に対応するために実行されます。 IX ソフ ト ウェアを実行し
ているシステムは、 プレゼンテーシ ョ ンを拡大縮小する前に、 プレゼンテーシ ョ ンのフレーム  
レー ト を下げます。 これによ り ビデオのク リ アさが維持されます。

HD プレゼンテーショ ン機能の帯域幅要件

各タイプのビデオが送信される解像度とフレーム レートは、 使用可能な帯域幅に基づいています。

表 3-3 （P.3-5） および表 3-4 （P.3-6） に、 サポート される  60 fps メ イン  ビデオ送信解像度と フ
レーム  レー ト に必要な帯域幅を示し、 表 3-9 に、 サポー ト される  HD プレゼンテーシ ョ ン送信
解像度とフレーム  レー ト に必要な帯域幅を示します。

表 3-8 一般的なデバイス ディスプレイの解像度と拡大縮小された解像度

プレゼンテーシ ョ ン  デバ
イスによって共有される
解像度 拡大縮小された解像度

1920x1080

（1080p）

1280x720

（720p）

1024x768

（VGA）

640x480

（VGA）

1920x1080 （1080p） Yes いいえ
（No）

Yes Yes

1280x720 （720p） いいえ
（No）

Yes Yes Yes

1024x768 （VGA） いいえ
（No）

いいえ
（No）

Yes Yes

640x480 （VGA） いいえ
（No）

いいえ
（No）

いいえ
（No）

Yes
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マルチ コンテンツをサポートするコールでは、 ネゴシエート された総帯域幅は、 総コンテンツ  
* コンテンツあた りの帯域幅と等し く な り ます。 現在は、 IX エンドポイン ト間の P2P コールで
サポート されているコンテンツは 2 つだけなので、必要な帯域幅は P2P IX コールの 2 倍にな り
ます。 マルチ コンテンツ  = プレゼンテーシ ョ ン帯域幅の 2 倍 （= 1080P の場合は 8 Mbps）。

「シングル/シングル コールおよびト リ プル/ ト リ プル コールの計算例」 （P.3-11） に説明するシ
ングル/シングルのサンプル シナ リ オでは、 4.74 Mbps の帯域幅がメ イン  ビデオに必要で、 1.18 
Mbps がプレゼンテーシ ョ ン  ビデオに必要です。 その結果、 エン ドポイン トは次のよ うに送信
できます。

• 60 fps で 1080p のメ イン  ビデオ、 ビデオ品質は良、 4.5 Mbps の帯域幅が必要

• 5 fps で 1080p のプレゼンテーシ ョ ン  ビデオ、 1 Mbps の帯域幅が必要

エンドポイン ト がシングル/シングルまたは ト リ プル/ ト リ プル コールに対する メ インまたはプ
レゼンテーシ ョ ン  ビデオの帯域幅を計算した後、 どちらかのビデオ ス ト リームに必要以上の
帯域幅がある場合は、 超過帯域幅が他のス ト リームに適用されます。

たとえば、 シングル/シングルのサンプル シナ リオでは、 メ イン  ビデオの場合は 0.3 Mbps の余
分な帯域幅 （4.8 Mbps ～ 4.5 Mbps） があ り ます。 余分な 0.3 Mbps の帯域幅は、 プレゼンテー
シ ョ ンのビデオ ス ト リームに適用でき、 それによ りプレゼンテーシ ョ ン  ビデオの解像度とフ
レーム  レー ト のアップグレードが可能にな り ます。

逆に、 プレゼンテーシ ョ ン  ビデオの場合は 0.2 Mbps の余分な帯域幅 （1.2 Mbps ～ 1 Mbps） を
メ イン  ビデオの帯域幅に適用でき、 メ イン  ビデオの解像度とフレーム  レー ト のアップグレー
ドが可能にな り ます。

制限された帯域幅のシナ リオで、 fps が高く解像度は低いプレゼンテーシ ョ ンを送信する場合
は、 プレゼンテーシ ョ ンの送信元でプレゼンテーシ ョ ンの解像度を変更できます。 たとえば、
最大レート が 1000 Kbps の条件で、 1920x1080 のプレゼンテーシ ョ ンを  5 fps で送信する場合、
プレゼンテーシ ョ ンの解像度を  640x480 に変更する こ とで 640X480 のプレゼンテーシ ョ ンを  
30 fps で送信できます。

ビデオ帯域幅割り当ての重み付け
ビデオ帯域幅割り当ての重み付けパラ メータを使用する と、 会議中のメ イン  ビデオとプレゼン
テーシ ョ ン  ビデオの帯域幅比のバランスを と る こ とができます。

この機能は、 オーディオ、 メ イン  ビデオ、 およびプレゼンテーシ ョ ン  ビデオのメディア  ス ト
リームを送信するために Cisco TelePresence エンドポイン ト が使用するセッシ ョ ン帯域幅の量が
利用可能なセッシ ョ ン帯域幅を超えている場合に使用します。

表 3-9 サポート される HD プレゼンテーシ ョ ン送信解像度とフレーム レートに必要な帯域幅

送信解像度

30 fps
（kbps）

5 fps
（kbps）

5 fps1

（kbps）

1. これらの帯域幅レートは、 受信側エンドポイン ト が十分な帯域幅はない
が送信された解像度を受信するこ とができる場合に拡大縮小を回避する
よ うに設計されています。

640x480 （VGA） 1000 250 100

1024x768 （VGA） 2000 500 250

1280x720 （720p） 2300 550 250

1920x1080 （1080p） 4000 1000 500
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ビデオ帯域幅割り当ての重み付け
Unified CM 管理コンソールの [プロダク ト固有の設定 （Product Specific Configuration Layout） ] 
領域の [帯域幅割り当ての重み付け （Bandwidth Allocation Weights） ] フ ィールドにこの値を追
加します。

このパラ メータのデフォル ト値は、 メ イン  ビデオの場合はウェイ ト が 8 で、 プレゼンテーシ ョ
ン  ビデオの場合はウェイ ト が 2 です （8 メ イン /2 プレゼンテーシ ョ ン）。 ウェイ トは常に総数 
10 に基づいています。

（注） 重み付けは、 TelePresence Interoperability Protocol （TIP） を使用するコールでは使用されません。
TIP コールの場合、 プレゼンテーシ ョ ンは XGA 解像度で 30 fps または 5 fps で送信されます。

Cisco TelePresence System IX5000 は帯域割り当て機能をサポート しています。

次の値がこの機能に対してサポート されています。 最初の値はメ イン  ビデオのウェイ ト で、 2 
番目の値はプレゼンテーシ ョ ン  ビデオのウェイ ト です。

9 メ イン /1 プレゼンテーシ ョ ン

8 メ イン /2 プレゼンテーシ ョ ン （デフォル ト ）

6 メ イン /4 プレゼンテーシ ョ ン

4 メ イン /6 プレゼンテーシ ョ ン

3 メ イン /7 プレゼンテーシ ョ ン

シングル/シングル コールおよびト リプル/ト リプル コールの計算例

計算式は、 コールが単一画面エンドポイン ト間 （シングル/シングル コール） にあるか、 また
は 3 画面エンドポイン ト間 （ ト リ プル/ ト リ プル コール） にあるかによって異な り ます。

（注） 単一画面エンドポイン ト と  3 画面エンドポイン ト間のコールは、 シングル/シングル コールと
見なされます。 なぜなら、 このコール中は 3 画面エンドポイン ト の中央の画面だけが使用され
るからです。

Cisco TelePresence エンドポイン ト の例を示します。 コール中は、 使用可能なセッシ ョ ン帯域幅
は、 H.264 の場合は 6.0 メガビッ ト /秒 （Mbps） ですが （H.265 の場合は 3.6 Mbps）、 エン ドポイ
ン トは送信メディア  ス ト リーム用に次の帯域幅の使用を試みます。

6.0 Mbps （H.264 メ イン  ビデオ） + 4 Mbps （プレゼンテーシ ョ ン  ビデオ） = 10 Mbps 

3.6 Mbps （H.265 メ イン  ビデオ） + 4 Mbps （プレゼンテーシ ョ ン  ビデオ） = 7.6 Mbps

送信メディア  ス ト リームの実際のセッシ ョ ン帯域幅は、 使用可能なセッシ ョ ン帯域幅を  4 
Mbps だけ超えています。

使用可能な帯域幅に合わせるために、 エン ドポイン トはビデオ帯域幅割り当ての重み付けパラ
メータの値を含むこれらの汎用式に基づいて計算を実行します。
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定義 ：

セッシ ョ ン  ビデオ帯域幅 （SVB） = セッシ ョ ン帯域幅の合計 - オーディオ帯域幅

メ イン  ビデオのウェイ ト （Mwt） = メ イン  ビデオ ス ト リームに設定されたウェイ ト

メ イン  ビデオの総ウェイ ト （T_Mwt） = ス ト リーム数 X メ イン  ビデオのウェイ ト

プレゼンテーシ ョ ン  ビデオのウェイ ト （Pwt） = プレゼンテーシ ョ ン  ビデオ ス ト リームに設定
されたウェイ ト

プレゼンテーシ ョ ン  ビデオの総ウェイ ト （T_Pwt） = ス ト リーム数 X プレゼンテーシ ョ ン  ビデ
オのウェイ ト

総ウェイ ト （TW） = T_Mwt + T_Pwt

メ イン  ビデオ帯域幅を割り当てる式 ：

SVB X (T_Mwt/ TW) = Mwt 

プレゼンテーシ ョ ン  ビデオ帯域幅を割り当てる式 ：

SVB X (T_Pwt/ TW) = Pwt

シングル/シングル コールの計算例

T_Mwt = (1 （ メ イン  ビデオ ス ト リームの数） X 8) (Mwt) = 8

T_Pwt = (1 （プレゼンテーシ ョ ン  ビデオ ス ト リームの数） X 2) (Pwt) = 2

TW = 10

割り当てられたメ イン  ビデオ帯域幅 （H.264） = 6 X (8 /10) = 4.8 Mbps

割り当てられたプレゼンテーシ ョ ン帯域幅 （H.264） = 6 X (2/10) = 1.2 Mbps

H.265 が使用する帯域幅は少ないので、 余分な帯域幅はプレゼンテーシ ョ ン  ス ト リームに付与
されます。 H.265 の場合の単一ス ト リームのメ イン  ビデオ帯域幅は 3.6 Mbps です。

プレゼンテーシ ョ ン  ビデオ帯域幅 = 4.8 Mbps - 3.6 Mbps （余分な帯域幅） + 1.2 Mbps （プレゼン
テーシ ョ ン  ビデオに事前に割り当てられたもの） = 2.4 Mbps

ト リプル/ト リプル コールの計算例

T_Mwt = (3 （ メ イン  ビデオ ス ト リームの数） X 8) (Mwt) = 24

T_Pwt = (1 （プレゼンテーシ ョ ン  ビデオ ス ト リームの数） X 2) (Pwt) = 2

帯域割り当ての目的上、 マルチ コンテンツ  コールの場合でも使用するプレゼンテーシ ョ ン  ス
ト リームは 1 つにします。 しかし、 ス ト リームご とに最終的に割り当てられる帯域幅は、 各コ
ンテンツご とに 2 で割られます。

TW = 26

割り当てられる メ イン  ビデオ帯域幅 （H.264） = 6 X (24/26) = 5.53 Mbps

割り当てられるプレゼンテーシ ョ ン  ビデオ帯域幅 （H.264） = 6 X (2/26) = 0.47 Mbps

マルチ コンテンツ  コール （2 つの IX システム間の P2P コール） の場合は、 各プレゼンテー
シ ョ ン  ス ト リームはプレゼンテーシ ョ ンに割り当てられる帯域幅の半分を使用します。

この例では、 メ イン  ビデオに 3 つのス ト リームがあるため、 H.265 コールの場合でもプレゼン
テーシ ョ ン  ス ト リームに移動させる余分な帯域幅はあ り ません。
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802.1X 認証
802.1X 認証
この項では、 Cisco TelePresence System で 802.1X 認証をモニタおよび ト ラブルシューテ ィ ング
する方法について説明します。

• 「IEEE 802.1X 認証の概要」 （P.3-13）

• 「IX 802.1X 認証ステータスの確認」 （P.3-14）

• 「802.1X 認証問題の ト ラブルシューテ ィ ング」 （P.3-16）

IEEE 802.1X 認証の概要

802.1X は、 ポー トベースのネッ ト ワーク  アクセス  コン ト ロールの IEEE 標準です。 これによ
り、 ユーザまたはマシンの ID に基づいて、 ネッ ト ワーク接続を許可または拒否する機能、 仮
想 LAN （VLAN） アクセスを制御する機能、 および ト ラフ ィ ッ ク  ポ リ シーを適用する機能が提
供されます。

802.1X は、 認証を使用してネッ ト ワークへのデバイス  アクセスを許可または拒否します。
イーサネッ ト  スイ ッチ ポートは、 接続するデバイスの ID に基づいて動的にイネーブルにでき
ます。 認証されていないデバイスは、 ネッ ト ワークにアクセスできません。

802.1X 認証コンポーネン ト

802.1X 認証には次の 3 つのネッ ト ワーク  デバイスが必要です。

• サプ リ カン ト ： LAN/ワイヤレス  LAN （WLAN） へのアクセスを試行する ク ラ イアン ト  デ
バイス （ラ ップ ト ップやエンドポイン ト など）、 またはこのデバイスで動作しオーセンテ ィ
ケータにクレデンシャルを提供する ソフ ト ウェア。

• オーセンティケータ ： 保護されたネッ ト ワークへのアクセス  ポイン ト と して機能するネッ ト
ワーク  デバイス （イーサネッ ト  スイ ッチやワイヤレス  アクセス  ポイン ト など）。 802.1X 認
証の場合、 サプリ カン トは、 ユーザ名、 パスワード、 デジタル セキュ リ ティ証明書、 または
これらの組み合わせなどのネッ ト ワーク  クレデンシャルをオーセンティケータに提供しま
す。 オーセンティケータはその後、 クレデンシャルを認証サーバに転送して検証します。

• 認証サーバ ： 保護されたネッ ト ワークを保護するサーバ （Cisco Secure Access Control 
Server など）。 802.1X 認証の場合、 認証サーバはオーセンテ ィ ケータからサプ リ カン ト の
ネッ ト ワーク  クレデンシャルを受信し、 サプ リ カン ト の ID を検証します。 その後、 サプ
リ カン トはネッ ト ワーク上の リ ソースにアクセスできるよ うにな り ます。
3-13
Cisco TelePresence System 管理ガイド



第 3 章      IX ソフ トウェア機能    
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図 3-3 802.1X 認証プロセスの図

IX システムの認証

Cisco TelePresence IX システムは、 802.1X 対応サプ リ カン ト と して動作するよ うに装備されて
います。 802.1X 認証はデフォル ト でイネーブルになっています。

（注） スイ ッチ ポート （またはオーセンテ ィケータ） はマルチド メ イン  モードで設定する こ と を推
奨します。

IX 802.1X 認証ステータスの確認

Cisco TelePresence System で 802.1X 認証ステータスを調べるには、 次のオプシ ョ ンのいずれか
を使用します。

• システム起動時に IX メ イン  ディ スプレイ画面を表示します （「メ イン  ディ スプレイ画面で
の 802.1X 認証ステータスの確認」 （P.3-14） を参照）

• CLI コマン ド、 show dot1x status を入力します （「CLI コマン ドによる  802.1X 認証ステータ
スの確認」 （P.3-16） を参照）。

メイン ディスプレイ画面での 802.1X 認証ステータスの確認

Cisco TelePresence IX システムのメ イン  ディ スプレイ画面で 802.1X 認証ステータスを調べるに
は、 次の手順を実行します。

ステップ 1 Cisco TelePresence IX システムの電源をオフにします。

ステップ 2 Cisco TelePresence IX システムの電源をオンにします。

ステップ 3 メ イン  ディ スプレイ画面の右下を確認します。 3 画面システムでは、 中央の画面の右下を確認
します。 802.1X がシステムで認証されているか、 認証されていないか、 または必要ないこ とを
示すテキス ト が表示されます。

例 ：

802.1X ： 接続しています… （802.1X: Connecting...）

Supplicant

Authenticator
Authentication

server

Internet
or other LAN

resources

34
52

05

1

2

3

3-14
Cisco TelePresence System 管理ガイド



第 3 章      IX ソフ トウェア機能
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802.1X ： 認証されていません （802.1X: Not Authenticated）

Cisco TelePresence System のメ イン  ディ スプレイ画面に表示される このテキス トは、 そのシス
テムでの 802.1X 認証の成功または失敗を示します。 ステータス行が 「不要 （Not Required）」
となっている場合は、 802.1X 認証はそのシステムに必要あ り ません。

図 3-4 Cisco TelePresence System のブートアップ画面のスクリーンシ ョ ッ ト

有効なネッ ト ワーク と無効なネッ ト ワークの 802.1X 認証ステータス表示の概要については、
表 3-10 を参照して ください。

（注） 802.1X 認証ステータスは、 Cisco TelePresence System のプラ イマ リ画面でのみ表示でき、 セカ
ンダ リ画面 （プレゼンテーシ ョ ン画面または 3 画面システム、 左右いずれかの画面など） では
表示できません。 802.1X 認証ステータスがプラ イマ リ画面に表示されない場合は、 「CLI コマ
ン ドによる  802.1X 認証ステータスの確認」 （P.3-16） に示す手順に従って ください。

表 3-10 802.1X 認証ステータス表示の概要

ステータス 802.1X 対応ネッ トワーク 802.1X 非対応ネッ トワーク

進行中 （In Progress） 接続中/認証中 （Connecting / 
Authenticating）

接続中 （Connecting）

成功 (Success) 認証 不要

失敗 (Failure) 認証されていません （Not 
Authenticated）

不要
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CLI コマンドによる 802.1X 認証ステータスの確認

CLI コマン ドを使用して 802.1X 認証ステータスを確認するには、 次の手順を実行します。

ステップ 1 CLI にログインします。

ステップ 2 次のコマン ドを入力します。 show dot1x status

ステップ 3 表示されるテキス ト を確認します。 802.1X がシステムで認証されているか、 認証されていない
か、 または必要ないこ とを示すテキス ト が表示されます。

例 ：

admin ： dot1x ステータスの表示 （admin:show dot1x status）
認証

802.1X 認証問題のト ラブルシューティング

802.1X が適切に認証しない場合は、 次の項を確認して ください。

• 802.1X 認証の問題の ト ラブルシューテ ィ ング

• セキュ リ テ ィ証明書の表示

802.1X 認証の問題のト ラブルシューティング

表 3-11 に、 802.1X 認証中に起こ る可能性のある問題と考えられる解決策を要約します。

表 3-11 802.1X 認証の問題のト ラブルシューテ ィング

症状 考えられる根本的な原因 解像度

Cisco Secure ACS 認証サーバ
が、 Cisco TelePresence System 
のサプ リ カン ト からのセキュ
リ テ ィ証明書を拒否する。

セキュ リ テ ィ証明書が無効、
期限切れ、 または CAPF から
発行されていません。

CAPF を使用して、 有効で期
限が切れていないセキュ リ
テ ィ証明書をインス トールし
ます。 セキュ リ テ ィ証明書の
表示を参照して ください。

Cisco TelePresence System が 
802.1X 認証を失敗する。

システムの最新のログ  ファ イ
ルにエラーが含まれている可
能性があ り ます。

CLI でコマン ド  file list log 
dot1x を使用して、 ログにエ
ラーや障害メ ッセージがない
かを確認します。
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セキュリティ証明書の表示

証明書が有効で期限切れでな く  CAPF によって発行されている こ と を確認するために、 セキュ
リ テ ィ証明書 （MIC または LSC） を調べる こ とができます。 セキュ リ テ ィ証明書の詳細につい
ては、 「IX システムのセキュ リ テ ィ証明書の検証」 （P.4-6） を参照して ください。

Cisco TelePresence System の
ブート アップ画面に
「802.1X ： 不要 （802.1X: Not 
Required）」 と表示される。

イーサネッ ト  スイ ッチが 
802.1X をサポートするよ うに
設定されていません。

イーサネッ ト  スイ ッチにログ
インし、 CLI コマン ド  show 
authentication sessions 
interface {FastEthernet | 
GigabitEthernet} {Interface 

Number} を使用して、 802.1X 
認証ステータスを確認しま
す。 イーサネッ ト  スイ ッチが 
802.1X に対応していない場合
は、 それを有効にします。 手
順については、
『Identity-Based Networking 
Services: IP Telephony in IEEE 
802.1X-Enabled Networks 
Deployment and Configuration 

Guide』 を参照して ください

Cisco Secure ACS 認証サーバ
が、 Cisco TelePresence System 
のサプ リ カン ト からのセキュ
リ テ ィ証明書を拒否する。

Cisco Secure ACS が 802.1X を
サポートするよ うに設定され
ていません。

802.1X をサポートするよ うに 
Cisco Secure ACS （およびす
べてのバッ クエン ド  ネッ ト
ワーク設定） を設定します。
手順については、
『Identity-Based Networking 
Services: IP Telephony in IEEE 
802.1X-Enabled Networks 
Deployment and Configuration 

Guide』 を参照して ください

Cisco TelePresence System が 
LSC の代わりに MIC を使用し
て認証を試行している。

LSC が CAPF からエクスポー
ト されておらず、Cisco Secure 
ACS にインポート されていま
せん。

LSC が CAPF からエクスポー
ト され、 Cisco Secure ACS に
インポート されている こ と を
確認します。 LSC のインス
トールを参照して ください。

別の CAPF および Unified CM 
に移動した後、 Cisco 
TelePresence System が 802.1X 
認証を失敗する。

LSC は前の CAPF および 
Unified CM から インス トール
されたため、 802.1X 認証をサ
ポー ト していません。
Cisco TelePresence System を
別の CAPF および Unified CM 
に移動するには、 LSC を再イ
ンス トールし、 システムを
アップグレードする必要があ
り ます。

Cisco Unified CM から  LSC を
再インス トールして、
Cisco TelePresence System を
アップグレード します。 LSC 
のインス トールを参照して く
ださい。

表 3-11 802.1X 認証の問題のト ラブルシューテ ィング

症状 考えられる根本的な原因 解像度
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CLI またはサードパーテ ィ製ツールを使用して、 MIC または LSC を確認できます。

• CLI からセキュ リ テ ィ証明書を確認する

• サードパーテ ィ製ツールからのセキュ リ テ ィ証明書の確認

CLI からセキュリティ証明書を確認する

CLI から  MIC または LSC を表示するには、 次の手順を実行します。

ステップ 1 CLI にログインします。

ステップ 2 次のコマン ドを入力します。 show cert {mic | lsc} mic または lsc のどちらか （両方ではな く ） を
入力して ください。

ステップ 3 CLI 内に表示される証明書を確認します。 証明書が有効で期限切れでな く  CAPF によって発行
されている こ と を確認します。

例 ：

> admin:show cert lsc
> Certificate:
Data:
Version: 3 (0x2)
Serial Number: 5 (0x5)
Signature Algorithm( sha1WithRSAEncryption
Issuer: C=US, O=organization, OU=department, CN=CAPF-1a234bcd, ST=CA, L=CH
Validity
Not Before: Mar 23 16:10:31 2012 GMT
Not After: Mar 22 16:10:30 2017 GMT
Subject: C=US, O=organization, OU=department, CN=SEPXXXXXXXXXXXX

LSC がインス トールされていないシステムで show cert lsc を入力する と、 コマン ド  ラ インは次
のよ うにな り ます。

show cert lsc

表示する証明書があ り ません （There is no certificate to display）

セキュ リ テ ィ証明書の期限が切れている、 無効である、 または別の送信元から発行されている
場合は、 CAPF を使用して新しい証明書をインス トールします。

サードパーティ製ツールからのセキュリティ証明書の確認

サードパーテ ィ製のツールを使用して MIC または LSC を確認する こ と もできます。 手順につ
いては、 ツールに付属しているマニュアルを参照して ください。
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目次
この章は、 次の項で構成されています。

• 「IX System の Cisco Unified Communications Manager の設定」 （P.4-1）

• 「初回セッ ト アップ」 （P.4-2）

• 「ネッ ト ワーク設定 （Network Settings）」 （P.4-3）

• 「Call Control Manager の設定」 （P.4-4）

• 「証明書の設定」 （P.4-5）

• 「設定の ト ラブルシューテ ィ ング」 （P.4-7）

• 「IX コーデッ ク  パスワードの リ セッ ト 」 （P.4-7）

• 「IX システム  コンポーネン ト の ト ラブルシューティ ング」 （P.4-9）

IX System の Cisco Unified Communications Manager の設定
IX システムを使用する前に、 Cisco Unified Communications Manager （Unified CM） でシステム
を設定する必要があ り ます。

Unified CM で IX システムを設定する前に、 システムを設定してこの章の手順をすべて完了で
きますが、 デバイスを登録するまでは次の操作を完了できません。

• Unified CM から  Touch デバイス  ソフ ト ウェアをダウンロードできず、 ログにエラー メ ッ
セージが表示されます。

• Touch デバイスは電話をかけた り受けた りできません。

Unified CM でデバイスを設定するには、 次の手順を実行します。
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初回セッ トアップ
ステップ 1 Unified CM サーバに Cisco TelePresence Administration Software のイ メージをロード します。 詳
細については、 「IX システムの即時ソフ ト ウェア  アップグレードの要件」 （P.-vii） および
「Unified CM デバイス  パッ クの要件」 （P.-viii） を参照して ください。

ステップ 2 Unified CM で、 システムをデバイス と して登録します。 詳細については、 『Cisco Unified 
Communications Manager Configuration Guide for the Cisco TelePresence System』 の 「Configuring 
a Cisco TelePresence Device」 の項を参照して ください。

ステップ 3 TelePresence IX5000 管理者インターフェイスを使用して、 お使いの Unified CM サーバ用の 
TFTP サーバをシステムに追加します。 詳細については、 使用している ソフ ト ウェア  リ リース
に対応する 『Cisco TelePresence System Administration Guide』 の 「Cisco Unified Communications 
Manager Settings」 を参照して ください。

Cisco TelePresence デバイスを使用した Unified CM の設定の詳細については、 『Cisco Unified 
Communications Manager Configuration Guide for the Cisco TelePresence System』 を参照して くだ
さい。

初回セッ トアップ
管理者ユーザ インターフェイスに初めてログインする と きは、 すぐに [初回セッ ト アップ
（First Time Setup） ] 領域に移動して IX システムをセッ ト アップする必要があ り ます。

図 4-1 [初回セッ トアップ （First Time Setup） ] セクシ ョ ン

初回セッ ト アップ手順の完全な説明と設定手順については、 次の URL の 『IX5000 and IX5200 
First-Time Setup』 のドキュ メ ン ト を参照して ください。

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/telepresence/ix5000/

first_time_setup/ix5000_first_time_setup.html [英語]
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ネッ トワーク設定 （Network Settings）
ネッ トワーク設定 （Network Settings）
[ネッ ト ワーク （Network） ] 領域には、 Cisco TelePresence IX システムのネッ ト ワーク  アド レ ッ
シング情報が表示されます。 次のネッ ト ワーク設定を表示し、 管理できます。

• DHCP ： ネッ ト ワークで DHCP が使用されている場合は、 [フル （Full） ] または [混合
（Mixed） ] を選択します。

– フル モードでは、 DHCP ですべてのネッ ト ワーク値 （IP アド レス、 サブネッ ト 、 ゲー
ト ウェ イ、 DNS サーバ、 ド メ イン） を割り当てる こ とができます。

– 混合モードでは、 ユーザがシステムに静的 IP を割り当てる こ とができ、 DHCP はその
他すべてのネッ ト ワーク値を割り当てます。

• ネッ ト ワークで DHCP を使用していない場合は、 すべての IP アド レス値を手動で割り当て
るよ うに [スタテ ィ ッ ク （Static） ] を選択します。

• IP アド レス （IP Address）

• サブネッ ト

• ゲート ウェ イ

• DNS サーバ （1 と  2）

IP 設定を表示および管理するには、 次の手順を実行します。

ステップ 1 [設定 （Configuration） ] > [ネッ ト ワーク （Network） ] を選択します。 [ネッ ト ワーク
（Network） ] 領域が図 4-2 （DHCP） や図 4-3 （DHCP なし） のよ うに表示されます。

図 4-2 [設定 （Configuration） ] > [ネッ トワーク （Network） ] セクシ ョ ン ： （DHCP） [フル （Full） ] 
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Call Control Manager の設定
図 4-3 [設定 （Configuration） ] > [ネッ トワーク （Network） ] セクシ ョ ン ： （DHCP なし） [スタテ ィ ック （Static） ] 

ステップ 2 ネッ ト ワークに Cisco TelePresence System アップ リ ンクを設定します。 Cisco TelePresence 
System は次の方法で設定できます。

• フル/ピュア  ダイナ ミ ッ ク ： DHCP を使用してすべての設定を決定します。

• スタティ ッ ク /ピュア スタティ ッ ク ： スタティ ッ ク設定を使用してすべての設定を決定します。

• 混合/ハイブ リ ッ ド ： IP アド レスにはスタテ ィ ッ ク設定を使用しますが、 残りの設定は 
DHCP を使用して決定します。

ヒン ト [設定 （Configuration） ] > [ネッ ト ワーク （Network） ] フ ィールドに変更を加える と、 ページ
の下部にある  [再起動 （Restart） ] および [適用 （Apply） ] ボタンがアクテ ィブにな り ます。

ステップ 3 元の設定に戻すには、 [再起動 （Restart） ] をク リ ッ ク します。

ステップ 4 新しい設定または変更した設定を登録するには、 [適用 （Apply） ] をク リ ッ ク します。

（注） リ セッ ト を完了させるには、 システム上のすべてのコーデッ クが接続されイネーブルになって
いる必要があ り ます。 デバイスを登録するには、 『Cisco Unified Communications Manager 
Configuration Guide for the Cisco TelePresence System』 の 「Optional Hardware」 の項を参照して
ください。

Call Control Manager の設定
TFTP サーバの場所を指定し、 Cisco TelePresence IX システムに使用可能な設定の リ ス ト を表示
するには、 次の手順を実行します。

ステップ 1 [設定 （Configuration） ] を選択し、 図 4-4 に示す [Call Control Manager] セクシ ョ ンまでス ク
ロールします。
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証明書の設定
図 4-4 [設定 （Configuration） ] > [Call Control Manager] セクシ ョ ン

ステップ 2 Unified CM TFTP サーバを設定します。

（注） [TFTPサーバ （TFTP Server） ] フ ィールドのいずれかに新しい値を入力しても変更が持続しな
い場合は、 [証明書信頼リ ス ト の削除 （Delete Certificate Trust List） ] ボタンをク リ ッ ク して証
明書信頼リ ス ト （CTL） を削除してから  TFTP サーバ情報を再度入力します。

[設定 （Configuration） ] ページの下部にある  [ リ セッ ト （Reset） ] および [適用 （Apply） ] ボタ
ンは、 [TFTPサーバ （TFTP Server） ] フ ィールドに値が入力される とアクテ ィブにな り ます。

ステップ 3 新しい設定または変更した設定を登録するには [適用 （Apply） ] をク リ ッ ク し、 元の設定に戻
すには [ リ セッ ト （Reset） ] をク リ ッ ク します。

（注） リ セッ ト を完了させるには、 システム上のすべてのコーデッ クが接続されイネーブルになって
いる必要があ り ます。 デバイスを登録するには、 『Cisco Unified Communications Manager 
Configuration Guide for the Cisco TelePresence System』 の 「Optional Hardware」 と
「Troubleshooting the Cisco TelePresence Configuration」 の項を参照して ください。

証明書の設定
[証明書 （Certificates） ] 領域では、 IX システムの 802.1X 認証をセッ ト アップします。 こ こで
は、 802.1X 認証をセッ ト アップするための次の項目を含む手順について説明します。

• セキュ リ テ ィ証明書を使用した IX システムの認証

• IX システムのセキュ リ テ ィ証明書の検証

（注） 802.1X 認証を完了するには、 802.1X に対しまだ有効になっていないポート を使用する必要が
あ り ます。
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証明書の設定
セキュリティ証明書を使用した IX システムの認証

Cisco TelePresence IX システムはオーセンテ ィケータから認証チャレンジを受信する と、 製造
元でインス トールされる証明書 （MIC） またはローカルで有効な証明書 （LSC） を使用して応
答します。 MIC と  LSC の両方がインス トールされている場合は、 システムは LSC を使用して
認証を行います。 LSC がインス トールされていない場合は、 Cisco TelePresence System は MIC 
を使用します。 MIC は製造元でシステムに組み込まれています。 認証の詳細については、
「802.1X 認証」 （P.3-13） を参照して ください。

LSC では、 各システムに固有の公開キー インフラス ト ラ クチャ （PKI） が作成されるため、
LSC のほ うがセキュ リ テ ィにおいて優れています。 LSC を使用してコーデッ クを認証するに
は、 Unified CM の認証局プロキシ機能 （CAPF） を使用して LSC をシステムに手動でインス
トールする必要があ り ます。 詳細については、 LSC のインス トールを参照して ください。

LSC のインストール

LSC をインス トールするには、 [設定 （Configuration） ] > [証明書 （Certificates） ] に移動し、 [
証明書 （Certificate） ] フ ィールドの情報を参照して ください。

IX システムのセキュリティ証明書の検証

証明書が有効で期限切れでな く  CAPF によって発行されている こ と を確認するために、 802.1X 
認証されたシステムでセキュ リ テ ィ証明書 （MIC または LSC） を調べる こ とができます。

IX システムのセキュ リ テ ィ証明書を検証するには、 次の 2 つの方法のいずれかを使用して証明
書のコピーを自分のシステムにダウンロード します。

• CLI を使用したセキュ リ テ ィ証明書のダウンロード

• 管理者インターフェイスを使用したセキュ リ テ ィ証明書のダウンロード

CLI を使用したセキュリティ証明書のダウンロード

CLI を使用して MIC または LSC をダウンロードするには、 次の手順を実行します。

ステップ 1 CLI にログインします。

ステップ 2 次のコマン ドを入力します。 file get cert {cert-type} {SCP-user} {SCP-password} 
{IP-address-or-hostname} {file-save-location}

構文の説明については、 表 4-1 を参照して ください。

表 4-1 構文の説明

引数 説明

cert-type 取得する証明書のタイプ （MIC または LSC）

SCP-user セキュア  コピー （SCP） ユーザのユーザ名

SCP-password SCP ユーザのパスワード

IP-address-or-hostname ターゲッ ト  システムのホス ト名または IP アド レス

file-save-location ターゲッ ト  システム上のファ イルを保存する場所
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設定のト ラブルシューテ ィ ング
コマン ドの入力時に取得する証明書のタイプと して  MIC を選択した場合は、 セキュ リ テ ィ証明
書はターゲッ ト  システムの指定されたファ イル保存場所に保存します。

file get cert MIC username password 10.1.1.1 /home/user
Uploading MIC to 10.1.1.1...DONE 

取得する証明書のタイプと して  LSC を選択したが、 LSC が Cisco TelePresence System にインス
トールされていない場合は、 コマン ド ラ インは次のよ うにな り ます。

admin:file get cert LSC username password 10.1.1.1 /home/user
Uploading LSC to 10.1.1.1...LSC does not exist

Executed command unsuccessfully 

LSC コマンドが失敗した場合は、 コーデッ クに LSC をインス トールする必要があり ます。 LSC の
インス トールを参照してください。 コマンドが正常に実行されたら、 次のステップに進みます。

ステップ 3 指定したファ イル保存場所に移動し、 証明書を表示するファ イルをク リ ッ ク します。

管理者インターフェイスを使用したセキュリティ証明書のダウンロード

管理者インターフェイスから  MIC または LSC をダウンロードするには、 次の手順を実行します。

ステップ 1 管理者インターフェイスにログインし、 [設定 （Configuration） ] > [証明書 （Certificates） ] に
移動します。

ステップ 2 証明書の列の右側にある  [ダウンロード （Download） ] をク リ ッ ク し、 証明書をダウンロード
して表示します。  [ダウンロード （Download） ] ボタンが選択不可の場合は、 証明書が付与され
ていないこ とを示します。

設定のト ラブルシューティング
設定の ト ラブルシューテ ィ ングの詳細については、 『Cisco Unified Communications Manager 
Configuration Guide for the Cisco TelePresence System』 の 「Troubleshooting Your Configuration」
の項を参照して ください。

IX コーデック  パスワードのリセッ ト
この項には、 Cisco TelePresence IX システムでのパスワード問題の管理と ト ラブルシューテ ィ
ングに関する情報が含まれます。

（注） メ イン  ディ スプレイに表示される最近要求されたパスコードを読み込むには、 Cisco 
TelePresence 会議室にいる必要があ り ます。

pwrecovery アカウン ト が入力を要求するあらゆる段階で、 プログラムは最大 60 秒間待機しま
す。 何も入力しないと、 入力に時間がかかりすぎたため終了したこ とがシステムによ り通知さ
れます。
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IX コーデック  パスワードのリセッ ト
問題が発生した場合は、 http://tools.cisco.com/ServiceRequestTool/create/ [英語] にアクセスして 
Technical Assistance Center （TAC） で問題を調べるか、 シスコのテクニカル サポート に問い合
わせて、 担当者に問題について収集した情報を提出して ください。

はじめる前に

IX システムがコール中でないこ と と、 誰かがパスワードを リ セッ ト し よ う と した事例が 1 つあ
る こ と を確認します。 次のいずれかの条件がある場合、 セッシ ョ ンは中断されます。

コーデッ ク  パスワードは通常、 Unified CM から設定されます。 Unified CM が使用できずパス
ワードが不明の場合は、 次の手順を実行します。

手順

IX システムのコーデッ ク  パスワードを リ セッ トするには、 次の手順を実行します。

ステップ 1 セキュア  シェル （SSH） または他の安全なホス ト  ク ラ イアン ト を使用して、 Cisco TelePresence 
System GUI にログインします。

ステップ 2 次の情報でログインします。

• ユーザ名 ： pwrecovery 

• パスワード ： pwreset 

次のメ ッセージが、 SSH ク ラ イアン ト  ウ ィ ン ド ウに表示されます。

例 1 パスワードのリセッ トへよう こそ

dhcp-249:~ $ ssh pwrecovery@10.00.00.100
pwrecovery@10.00.00.100's password:

***********************************************
***********************************************
**                    **

** パスワードのリセッ トへよ う こそ             **
** （Welcome to password reset）           **
**                    **
***********************************************
*********************************************** 

続行しますか （Do you want to continue ?） （はい/いいえ） ： はい （(y/n):y） 
システムを準備しています… （Preparing the system...） 
パスコードを入力して ください ： （Please enter the passcode:）

ステップ 3 システムによって続行するかど うかが尋ねられます。 Y を入力し、 次に return を入力して続行
します。

（注） 必要に応じて、 他のキーを入力し、 終了するには return を入力します。

このシステムでパスワードを リ セッ トする準備が整い、 パスコードを求められます。 新しいパ
スコードは IX システムのメ イン  ディ スプレイに表示されます （次の例を参照）。

                    パスワードの リ セッ トは実行中です （Password reset is now being run）

                          パスコード ： 919175 （Passcode: 919175）
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IX システム コンポーネン トのト ラブルシューテ ィ ング
（注） パスコードはランダムに生成される番号で、 各ログイン試行ごとに異な り ます。 不正なパス
コードを入力する と、 次の例に示すよ うに、 パスコードが間違っているため終了する旨がシス
テムによ り通知されます。 この場合は、 上記のステップ 1 と ステップ 2 を繰り返します。

例 2 無効なパスワード  リセッ ト要求

続行しますか （Do you want to continue ?） （はい/いいえ） ： はい （(y/n):y）
システムを準備しています… （Preparing the system...）
パスコードを入力して ください ： 12345 （Please enter the passcode:12345）
それは無効なパスコードです （Sorry that was an invalid passcode...）
ログオフします （Logging off）
10.00.00.100への接続が閉じられました。 （Connection to 10.00.00.100 closed.）
dhcp-249:~ $ 

正しいパスコードを入力する と、 IX は管理アカウン ト名とパスワードをシステム  デフォル ト
に リ セッ ト します。

（注） 画面の右上に以前のデフォル ト以外のユーザ名がまだ表示されている場合があ り ます。 この
ユーザ名は使用せず、 デフォル ト のユーザ名とパスワードを引き続き使用して ください。

次に、 正常なパスワード  リ セッ ト情報の例を示します。

例 3 正常なパスワード  リセッ ト要求

パスコードを入力して ください ： 507530 （Please enter the passcode:507530）
管理者名とパスワードを リセッ ト します （resetting admin name and password）
既存の管理セッシ ョ ンを停止します （stopping any existing admin session）
管理者アカウン ト とパスワードをデフォルトに リセッ ト します （admin account and password reset to 
default）
セキュ リ ティルールの適用に成功しました （success in applying security rules）
ログオフします （Logging off）
10.00.00.100への接続が閉じられました。 （Connection to 10.00.00.100 closed.）
dhcp-249:~ $ 

（注） Unified CM で IX システムを使用している場合は、 次回 Unified CM から 「更新」 または 「 リ
セッ ト 」 を実行する と、 管理アカウン ト名とパスワードが Unified CM のデバイス  ページで指
定した値に再設定されます。

IX システム コンポーネン トのト ラブルシューティング
IX システム  コンポーネン ト の ト ラブルシューティ ングに関する詳細については、 この管理ガ
イ ドの 「初回セッ ト アップ」 の項を参照して ください。
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IX システム コンポーネン トのト ラブルシューテ ィング
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システムのモニタリング

作成日 ： 2014 年 12 月
改訂日 ： 2015 年 3 月 25 日

目次
この章は、 次の [モニタ リ ング （Monitoring） ] ページに関する項で構成されています。

• 「システム  ステータス （System Status）」 （P.5-1）

• 「コール統計」 （P.5-2）

• 「ネッ ト ワーク  データ」 （P.5-4）

• 「SNMP ト ラ ップを使用したシステムの監視」 （P.5-4）

システム ステータス （System Status）
IX システム  ハード ウェア  コンポーネン ト の現在の動作状態を表示するには、 [システム  ステー
タス （System Status） ] セクシ ョ ンを使用します。 各コンポーネン ト の横の色付きアイコンは、
そのコンポーネン ト が接続されて機能しているか （緑色のチェ ッ クマーク） または接続されて
おらず機能していない （赤色の x） かを示します。

図 5-1 に、 右側に [システム  ステータス （System Status） ] セクシ ョ ンが表示されている  [モニ
タ リ ング （Monitoring） ] ページのサンプルを示します。
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コール統計
図 5-1 [モニタ リング （Monitoring） ] > [システム ステータス （System Status） ] セクシ ョ ン

コール統計
コーデッ クによって収集された音声とビデオ コールの統計情報を表示するには、 [コール統計
（Call Statistics） ] セクシ ョ ンを使用します。 このセクシ ョ ンにアクセスするには、 [モニタ リ
ング （Monitoring） ] ページを下へスク ロールします。

HD プレゼンテーショ ンの統計情報についての重要な注意

HD プレゼンテーシ ョ ンを共有している場合、 コール統計はコールがポイン ト ツーポイン ト か
またはマルチポイン ト  コールかに応じて異なる場所に表示されます。

• ポイン ト ツーポイン ト  コールの場合は、 [モニタ リ ング （Monitoring） ] > [コール統計
（Call Statistics） ] > [一般 （General） ] からプレゼンテーシ ョ ンの統計情報を確認します。

• マルチポイン ト  コールの場合は、 [モニタ リ ング （Monitoring） ] > [コール統計 （Call 
Statistics） ] > [AVコールビデオ （AV Call Video） ]、 [AVコールオーディオ （AV Call Audio） ] 
または [音声のみ （Audio Only） ] からプレゼンテーシ ョ ンの統計情報を確認します。

コール統計の表示

コール統計を表示するには、 次の手順を実行します。

ステップ 1 [モニタ リ ング （Monitoring） ] > [コール統計 （Call Statistics） ] に移動して、 次の IX システム  
コール統計のタブを表示します。

• [一般 （General） ] ： すべてのシステム  コールの履歴情報。  図 5-2 のデータ  タ イプと値のサ
ンプルを参照して ください。
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コール統計
• [AVコールビデオ （AV Call Video） ] ： 右、 中央、 または左のディ スプレイの進行中の 
TelePresence コールのビデオ ス ト リームの統計情報。 図 5-3 の統計情報のサンプルを参照
して ください。

• [AVコールオーディオ （AV Call Audio） ] ： 進行中の TelePresence コールのオーディオ ス ト
リームの統計情報。

• [音声のみ （Audio Only） ] ： 進行中の TelePresence コールのオーディオ アド イン  データ。

ステップ 2 目的の統計情報選択のタブをク リ ッ ク します。

図 5-2 一般的なコール統計

図 5-3 のよ うに、 特定の統計情報を取得するには 3 つの AV ス ト リームの選択のいずれかをク
リ ッ ク します。

図 5-3 AV コール ビデオ スト リームの統計情報
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ネッ トワーク  データ
[AVコールビデオ （AV Call Video） ] タブには、 右、 中央、 または左のシステム  ディ スプレイの
いずれかの統計情報が表示される こ とに注意して ください。 [送信 （Transmit） ] または [受信
（Receive） ] ボタンをク リ ッ ク して、 送信統計情報または受信統計情報を表示します。

（注） ジッ ターおよびパケッ ト損失の詳細については、 Cisco.com で 『Cisco TelePresence System Message 
Guide』 の 「Understanding Jitter and Defining Jitter Thresholds」 の項を参照して ください。

システムの送信データを表示するには、 [モニタ リ ング （Monitoring） ] ページを  [ネッ ト ワーク  
データ （Network Data） ] セクシ ョ ンまでス ク ロールします。

ネッ トワーク  データ
ネッ ト ワークから収集されたパケッ ト送信の統計情報を表示するには、 [ネッ ト ワーク  データ
（Network Data） ] セクシ ョ ンを使用します。 データは、 システムの裏で見ていたかのよ うにラ
ベルされた列に リ ス ト されます。 たとえば、 IX5000 では、 ラベルは左、 中央、 および右のコー
デッ クからの統計情報を示します。

ネッ ト ワーク統計情報をモニタするには、 次の手順を実行します。

ステップ 1 [モニタ リ ング （Monitoring） ] ページで、 [ネッ ト ワーク  データ （Network Data） ]  までス ク
ロールします。 ネッ ト ワーク  データが図 5-4 のよ うに表示されます。

図 5-4 [ネッ トワーク  データ （Network Data） ] セクシ ョ ン

ステップ 2 ネッ ト ワーク  データの情報を確認します。

SNMP ト ラップを使用したシステムの監視
シスコは、 簡易ネッ ト ワーク管理プロ ト コル （SNMP） を使用してシステムを監視する  
Management Information Base （MIB） フ ァ イルを提供します。 詳細は、 『Cisco TelePresence 
System Message Guide』 の 「MIBs, RFCs, and SNMP Trap Messages for the Cisco TelePresence 
System」 の章を参照して ください。
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次の作業
次の作業
システム統計情報と、 システム  オペレーシ ョ ン （Sysops） ログ  メ ッセージなどのメ ッセージに
関する詳細については、 Cisco.com で 『Cisco TelePresence System Message Guide』 を参照して く
ださい。
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